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有明海に広がるノリ網
〜豊饒の海 有明海が育

はぐく

む『佐賀海苔』〜

有明海ではノリ養殖が最盛期を迎

えています。

有明海に接する佐賀市は、平成15

年から９年連続で生産量・額ともに

日本一を誇る「海苔のまち」です。

今月の主な内容



２市報さが 平成25年１月１日号

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
成

年
の
新
年

25

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
経
済
の
悪
化

に
よ
る
景
気
低
迷
の
余
波
が
、

国
民
の
生
活
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
き
た
感
が
あ
り
、
明
る
い

見
通
し
が
立
た
な
い
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

佐
賀
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

合
併
効
果
策
の
一
つ
で
あ
り
ま

し
た
、
ご
み
処
理
施
設
の
統
合

が
、
地
元
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
の
も
と
、
富
士
町
、
大
和
町

の
一
般
廃
棄
物
も
佐
賀
市
清
掃

工
場
で
処
理
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
維
持
管
理
経
費
の
節
減
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

県
都
佐
賀
市
の
議
会
と
し
て
、

我
々
議
員
一
同
は
決
意
を
新
た

に
研
鑽
に
励
み
、
住
民
と
の
対

話
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
活
動

に
向
け
た
改
革
を
行
い
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
本
年
が

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平

成
年
の
幕
開
け
を
、
健
や
か

25

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
さ
が
桜
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
３
」
や
北
部
九

州
総
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
訪

れ
た
方
に
お
も
て
な
し
の
心
を

も
っ
て
佐
賀
の
魅
力
を
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
は
、
他
の
地
域
か
ら
活
力

を
呼
び
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
、
特
に
成
長
著

し
い
東
ア
ジ
ア
を
見
据
え
た
誘

客
推
進
を
図
る
な
ど
、
国
際
戦

略
に
主
眼
を
置
い
た
施
策
を
よ

り
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
防
災
・
減
災
体
制

の
強
化
」
、「
就
労
支
援
の
充
実
」
、

「
教
育
環
境
の
整
備
」
な
ど
、
み

な
さ
ま
の
生
活
に
密
着
し
た
分

野
を
中
心
に
、
佐
賀
市
な
ら
で

は
の
き
め
細
か
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
「
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
・
さ
が
」
の
実
現
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



３

市長が直接、市の財政状況や重点事業を説

明し、市民のみなさんと意見交換を行います。

どなたでも参加できます。

市報さが 平成25年１月１日号

問
い
合
わ
せ

本
庁

消
防
防
災
課

☎

・
７
０
１
５

40
℻

・
３
１
８
７

24
富
士
支
所

総
務
課

☎

・
２
１
１
１

58
℻

・
２
１
１
９

58

問い合わせ 本庁 秘書課 広聴係

☎４０・７０２４

℻２４・３４６３

若 楠
公民館

１月23日㈬
19時〜20時30分

若 楠
(第115回)

新 栄
公民館

１月17日㈭
19時〜20時30分

新 栄
(第114回)

場 所日 時開催校区

１月に開催する「市長と語る会」

２月以降の日程については、決まりしだいお知らせします。

市長と語る会市長と語る会
を開催します

■
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
は
︑
自
分
が
応
援
し
た
い
と

思
う
自
治
体
へ
の
﹁
寄
附
﹂
の
制
度
で
す
︒

い
た
だ
い
た
寄
附
は
︑
お
気
持
ち
に
沿
っ
た

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
活
用
し
ま
す
︒

佐
賀
市
ゆ
か
り
の
人
︑
佐
賀
市
を
応
援
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
な
ど
︑
ふ
る
さ
と
納
税
に

興
味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒

■
税
法
上
の
優
遇
に
つ
い
て

確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
︑

寄
附
金
額
か
ら
実
質
自
己
負
担
額
︵
２
︐
０
０

０
円
︶
を
差
し
引
い
た
額
が
所
得
税
や
個
人
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
︒︵
控
除
対
象
額
の

上
限
は
︑
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
お
お
む
ね

１
割
と
な
り
ま
す
︶

■
主
な
寄
附
メ
ニ
ュ
ー

・
晩
秋
の
佐
賀
の
風
物
詩
﹁
バ
ル
ー
ン
大
会
﹂

・
サ
ク
ラ
並
木
の
保
全

・
大
隈
記
念
事
業
︵
大
隈
記
念
館
や
旧
宅
の
改

修
な
ど
に
活
用
︶

・
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
︵
三
重
津
海
軍
所

跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

活
用
︶

・
市
長
お
ま
か
せ
コ
ー
ス

■
お
礼
に
つ
い
て

寄
附
い
た
だ
い
た
人
に
は
︑
佐
賀
の
特
産
品

ま
た
は
記
念
品
︑
古
湯
・
熊
の
川
温
泉
郷
無
料

ペ
ア
入
浴
券
︑
バ
ル
ー
ン
搭
乗
券
を
セ
ッ
ト
で

お
贈
り
し
ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

秘
書
課

秘
書
係
︵
２
階
︶

☎

・
７
０
２
０

℻

・
３
４
６
３

40

24

本
庁

総
合
政
策
課

企
画
係
︵
２
階
︶

☎

・
７
０
２
５

℻

・
２
０
９
５

40

29

佐
賀
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
︒

市
民
の
み
な
さ
ん
も
観
覧
く
だ
さ
い
︒

■
日
時

１
月
６
日
㈰

９
時
～

時

分

10

50

・
式

典

９
時
～

・
五
色
放
水

時

分
～

10

30

■
場
所

富
士
運
動
広
場
︵
富
士
町
︶

※
雨
天
時
は
︑
富
士
中
学
校
体
育
館

《
中
部
方
面
隊
に
よ
る
五
色
放
水
》

■
日
時

１
月
６
日
㈰

時
～

12

■
場
所

佐
賀
城
公
園
北
濠

(県
立
図
書
館
北
︶

▲｢三重津海軍所跡を世界遺産に。」PR用

ラッピングバス

▲多布施川のサクラ並木



４市報さが 平成25年１月１日号

③ 第３期佐賀市障害福祉計画（案）

② 佐賀市小規模水道条例（案）

① 佐賀市空き家等の適正管理に関する条例（案）

④ 佐賀市配偶者等からの暴力（DV）の防止及び被害者の支援に関する基本計画（案）

　パブリックコメント制度（市民意見聴取制度）とは、
市が計画や条例等を策定する場合に、市民の皆さんから
ご意見を募集し、寄せられたご意見を考慮して最終案を
作り上げていく一連の手続きです。

募 集 期 間

提 出 先・

問い合わせ

市ホームページ（http://www.city.saga.lg.jp/）の「市政への参加」→「パブリックコメン
ト」、①・②環境課（本庁６階）、③障がい福祉課（本庁１階）、④男女共同参画課（本庁２階）、
情報公開コーナー（本庁１階）、各支所担当課、市立公民館（旧佐賀市）

政策案の

公 表 先

障がいのある人が必要な障害福祉サービスなど

を身近な地域において提供できるよう、地域の実

情を踏まえて３年間の数値目標および見込量など

を定め、計画的な障がい福祉サービス提供を推進

することを目的として障害福祉計画を策定します。

１月４日㈮〜２月４日㈪

17時15分必着

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号

佐賀市役所 障がい福祉課

障がい総務係（本庁１階）

☎40・7251 ℻25・5440

位 shogaifukushi@city.saga.lg.jp

住所、氏名、電話番号を明記の上、郵送、ファクス、電子メールまたは、提出先へ持参くださ
い。様式は任意。直接持参の場合、公表資料の閲覧場所でも提出可能。※閉庁日を除く

提出方法

募 集 期 間

提 出 先・

問い合わせ

地域主権第２次一括法の施行により、「佐賀県

小規模水道条例」についても市の区域を除外する

旨の改正を行うこととされたため、佐賀市でも引

き続き小規模水道の飲料水の衛生水準を維持し、

市民の公衆衛生の向上を図るため、佐賀県条例と

同内容、同程度の条例を制定します。

１月４日㈮〜２月４日㈪

17時15分必着

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号

佐賀市役所 環境課

生活環境係（本庁６階）

☎40・7200 ℻26・5901

位 kankyo@city.saga.lg.jp

募 集 期 間

提 出 先・

問い合わせ

適正に管理されずに放置され老朽化した空き家

等が増大し倒壊や犯罪など周辺住民への生活環境

の悪影響が課題となっています。

空き家等の適正な管理に関し必要な事項を定め、

倒壊などの事故、犯罪および火災を防止し、生活

環境の保全を図り、市民の安全で安心な暮らしの

実現に寄与するための条例を制定します。

１月４日㈮〜２月４日㈪

17時15分必着

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号

佐賀市役所 環境課

生活環境係（本庁６階）

☎40・7200 ℻26・5901

位 kankyo@city.saga.lg.jp

募 集 期 間

提 出 先・

問い合わせ

｢男女共同参画社会の実現」を阻む大きな要因

であり、かつ重大な人権侵害である配偶者等から

の暴力（DV）を防止し、実情を踏まえた被害者支

援の取り組みを総合的に推進するための基本計画

を策定します。

１月４日㈮〜２月４日㈪

17時15分必着

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号

佐賀市役所 男女共同参画課

（本庁２階）

☎40・7014 ℻29・2095

位 danjokyodo@city.saga.lg.jp



５ 市報さが 平成25年１月１日号

公
栄
工
業
株
式
会
社
の

久
保
泉
第
２
工
業
団
地
へ
の
進
出
決
定
！

月

日
㈬
︑
公
栄
工
業
株
式
会
社
と
進
出
協
定
を

11

21

締
結
し
ま
し
た

公
栄
工
業
株
式
会
社
が
久
保
泉
第
２
工

業
団
地
に
進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
︑
進

出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
︒

同
社
は
︑
精
密
板
金
・
製
缶
・
ス
テ
ン

レ
ス
・
ア
ル
ミ
溶
接
・
レ
ー
ザ
ー
加
工
・

機
械
部
品
加
工
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

加
工
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
す
︒

新
工
場
は
︑
平
成

年

月
に
操
業
開

25

10

始
予
定
で
︑
従
業
員
規
模
は
︑
初
年
度
︑

配
置
転
換
を
含
む

人
︑
最
終
的
に
は

25

28

人
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
︑
新
た
な
雇
用

の
創
出
︑
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
︑
佐
賀
市
と
し
て
も
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
︒

今
回
の
進
出
で
久
保
泉
第
２
工
業
団
地

へ
の
進
出
企
業
は
３
社
目
と
な
り
ま
す
︒

株
式
会
社
杉
養
蜂
園
の
佐
賀
市
へ
の
進
出
決
定
！

月

日
㈭
︑
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
と
佐
賀
市
は

11

22

進
出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

株
式
会
社
杉
養
蜂
園
︵
本
社
：
熊
本
県

熊
本
市
︶
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
︑
佐
賀

市
駅
前
中
央
に
進
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
︒

同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
電
話
サ
ポ

ー
ト
や
注
文
受
け
な
ど
の
電
話
対
応
業
務

を
行
い
ま
す
︒

▶
進
出
協
定
締
結
式
で
握
手
す
る

毛
利
浩
一
代
表
取
締
役
(右
)と

秀
島
敏
行
佐
賀
市
長

〶

佐賀駅南口
㈱九州
西友佐賀店

コイケ
スポーツ

ホテルルート
イン佐賀駅前

佐賀駅前
交番

佐賀駅前
郵便局

佐賀駅

問
い
合
わ
せ

本
庁

工
業
振
興
課

企
業
誘
致
室

☎

・
７
１
０
７

℻

・
６
２
４
４

40

26

川久保

下和泉

尼寺南小路

佐賀大和 I.C
久保泉工業団地

至 東脊振 I.C

48

31

263263

34

JR佐賀駅

久保泉
第2工業
団地

JR伊賀屋駅

主要地方道佐賀外環状線

N

緑地

至小城
至神埼

E

D

C A

緑地

調整池

進出場所

サガ電子
工業㈱

㈲望月工業

企

業

誘

致

情

報

久
保
泉
第
２
工
業
団
地
区
画
図

◎
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社
杉
養
蜂
園

採
用
担
当

竹
岡
・
水
上

☎
０
９
６
・
２
４
５
・
５
５
３
８

位

saiy
o@
0038.co.jp

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
募
集
中

平
成

年
１
月
に
開
所
予
定
で
す
︒
従

25

業
員
規
模
は
最
終
的
に
は

人
の
予
定
で
︑

70

新
た
な
雇
用
の
創
出
︑
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
︑
佐
賀
市
と
し
て

も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
︒

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •



幕
末
佐
賀
の
産
業
遺
産
﹁
三み

重え

津つ

海
軍
所
跡
﹂
が
国
史
跡
に
‼

平

成

年

月

日

に

﹁

三

重

津

海

軍

所

跡

﹂
が

国

指

定

史

跡

と

し

て

答

申

さ

れ

ま

し

た

︒

24

11

16

６市報さが 平成25年１月１日号

国
史
跡
指
定

佐
賀
市
川
副
町
・
諸
富
町
に
ま

た
が
る
三
重
津
海
軍
所
跡
が
︑
国

の
文
化
審
議
会
で
︑
国
史
跡
と
し

て
答
申
さ
れ
ま
し
た
︒
今
年
の
２

月
頃
に
は
正
式
に
︑
国
史
跡
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
す
︒
佐
賀
市
内
で

の
国
史
跡
指
定
は
︑
平
成
元
年
の

肥
前
国
庁
跡
︵
大
和
町
︶
以
来
︑

年
ぶ
り
︑
６
カ
所
目
と
な
り
ま

24す
︒

三
重
津
海
軍
所
跡
の
価
値

三
重
津
海
軍
所
跡
は
︑
佐
賀
城

跡
か
ら
南
東
約
５
㌔
︑
筑
後
川
の

支
流
で
あ
る
早
津
江
川
の
標
高
約

３
㍍
の
西
岸
河
川
敷
に
あ
り
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査

の
結
果
︑
海
軍
所
以
前
の
船
屋
の

建
物
跡
︑
海
軍
所
時
代
の
金
属
加

工
場
跡
︑
木
の
杭
と
板
を
組
み
合

わ
せ
た
在
来
の
土
木
工
法
に
よ
る

日
本
最
古
の
乾
船
渠
︵
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
︶
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
︒幕

末
期
の
日
本
で
の
洋
式
艦
船

に
関
す
る
技
術
や
︑
洋
式
海
軍
の

あ
り
か
た
を
知
る
上
で
重
要
な
歴

史
遺
産
で
す
︒

三
重
津
海
軍
所
の
歴
史

安
政
５
年
︵
１
８
５
８
年
︶︑
佐

賀
藩
の
船
手
た
ち
に
洋
式
船
の
操

り
方
を
学
ば
せ
る
た
め
︑
三
重
津

の
船
屋
︵
和
船
の
管
理
施
設
︶
に

﹁
御お

船ふ
な

手て

稽け
い

古こ

所し
ょ

﹂
を
設
け
た
こ

と
が
︑
三
重
津
海
軍
所
の
始
ま
り

で
す
︒

安
政
６
年
︵
１
８
５
９
年
︶︑
佐

賀
藩
で
洋
式
艦
船
の
運
用
が
本
格

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
︑

船
屋
の
西
一
角
を
拡
張
し
て
︑
役

所
や
伝
習
生
宿
舎
︑
稽
古
場
な
ど

が
置
か
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
早
津

江
川
河
口
の
沖
合
に
は
︑
佐
賀
藩

が
所
有
し
た
艦
船
が
つ
な
ぎ
止
め

ら
れ
︑
三
重
津
は
艦
船
運
用
の
根

拠
地
と
し
て
も
整
え
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
洋
式
艦
船
の

修
理
に
使
う
部
品
の
補
修
や
製
造

を
行
う
﹁
製せ

い

作さ
く

場ば

﹂
や
︑
修
船
や

造
船
の
際
に
船
を
引
き
入
れ
る

﹁
御お

ん

修
し
ゅ
う

覆ふ
く

場ば

﹂︷
乾
船
渠
︵
ド
ラ
イ

ド
ッ
ク
︶︸
等
の
施
設
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
︒

慶
応
元
年
︵
１
８
６
５
年
︶
に

は
︑
国
内
で
最
初
の
実
用
蒸
気
船

で
あ
る
﹁
凌

り
ょ
う

風ふ
う

丸ま
る

﹂
も
︑
こ
こ
で

完
成
し
ま
し
た
︒
明
治
４
年
︵
１

８
７
１
年
︶
ま
で
は
︑
海
軍
所
と

し
て
の
機
能
を
維
持
し
て
い
た
よ

う
で
す
︒

三
重
津
と
い
う
名
の
由
来

｢三
重
津
﹂
と
は
︑
地
名
と
い
う

よ
り
︑
施
設
の
総
称
と
考
え
ら
れ

ま
す
︒

世
紀
後
半
頃
に
は
三
重

18

津
船
屋
の
存
在
が
確
認
で
き
ま
す
︒

も
と
も
と
現
在
の
諸
富
町
側
に
あ

っ
た
施
設
が
︑
海
軍
所
の
段
階
か

ら
現
在
の
川
副
町
側
に
拡
大
し
て

い
き
︑
拡
大
し
た
範
囲
も
﹁
三
重

津
﹂
と
呼
ば
れ
ま
し
た
︒

日
本
最
古
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

(
乾
船
渠
)
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

洋
式
船
を
修
理
す
る
施
設
で
す
︒

入
り
口
に
水
を
せ
き
止
め
る
締
切

り
を
設
け
︑
ド
ッ
ク
内
の
水
を
抜

き
︑
作
業
を
行
い
ま
す
︒

佐
賀
藩
は
︑
限
ら
れ
た
条
件
の

中
で
︑
調
達
で
き
る
材
料
︵
木
と

土
︶
や
江
戸
時
代
以
来
の
技
術
を

駆
使
し
て
︑
西
洋
式
の
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
を
建
造
し
ま
し
た
︒
こ
の
ド

ラ
イ
ド
ッ
ク
で
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
購
入
し
た
蒸
気
軍
艦
﹁
電で

ん

流
り
ゅ
う

丸ま
る

﹂
の
修
理
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒

祝

早
津
江
早
津
江
早
津
江
早
津
江
川

早
津
江
川川

早早
津
江
川

早
津
江
川川
江
川川

有明海有明海有明海明海有有有

筑後川筑後筑後川筑後川筑後川筑後川筑後川筑後川筑後川川川川川筑筑後川後後川川

普賢岳普賢普普賢岳

明有明佐賀有明佐賀有明佐賀佐有明佐賀明有明佐賀賀空港空港空港空港空港空港

ローズ ップ

三重津海軍所跡遠景写真

こ
こ
を
せ
き
止
め
る

発見されたド

ライドックの

階段状側壁

【ドライドック平面模式図】

【ドライドック断面模式図】



世
界
遺
産
と
し
て
の

三
重
津
海
軍
所
跡
の
価
値
は

○
国
内
最
古
の
西
洋
式
ド
ッ
ク
発
見

発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
階
段
状
の

木
組
施
設
は
︑
国
内
最
古
の
西
洋
式
の

ド
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
︒

西
洋
で
は
主
に
石
や
レ
ン
ガ
で
造
り

ま
す
が
︑
こ
こ
三
重
津
で
は
木
と
土
で

ド
ッ
ク
を
造
り
ま
し
た
︒
国
内
に
︑
こ

の
よ
う
な
ド
ッ
ク
が
な
い
こ
と
も
そ
の

価
値
を
高
め
て
い
ま
す
︒

○
西
洋
技
術
を
江
戸
時
代
以
来
の
技
術

で
再
現
し
た
佐
賀
藩
の
も
の
づ
く
り

三
重
津
海
軍
所
で
行
わ
れ
た
ド
ッ
ク

の
建
設
︑
洋
式
艦
船
の
修
理
や
そ
の
材

料
の
製
造
︑
蒸
気
機
関
の
交
換
用
ボ
イ

ラ
ー
の
組
み
立
て
な
ど
は
︑
最
先
端
の

西
洋
技
術
を
導
入
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
︒
そ
の
際
に
︑
佐
賀
藩
で
は
江
戸
時

代
以
来
の
日
本
の
技
術
を
巧
み
に
活
用

し
な
が
ら
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
た
︒

つ
ま
り
︑
幕
末
期
の
外
国
か
ら
の
情

報
が
少
な
い
な
か
︑
海
外
の
文
化
や
技

術
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な

く
︑
江
戸
時
代
以
来
の
技
術
を
適
応
さ

せ
て
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
進
め
て
い

っ
た
こ
と
が
︑
日
本
の
技
術
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
︑
自
力
に
よ
る
日

本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
︒

九
州
・
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
と
は

日
本
の
近
代
化
は
︑
幕
末
に
お
い
て

西
洋
技
術
を
導
入
し
て
以
来
︑
イ
ギ
リ

ス
の
産
業
革
命
の
約
半
分
の

年
と
い

50

う
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
︒

そ
の
飛
躍
的
な
発
展
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
九
州
・
山
口
を
中
心
と
し

た
近
代
化
遺
産
や
産
業
遺
産
︵
鉄
鋼
・

造
船
・
石
炭
鉱
業
の
重
工
業
に
関
す
る

も
の
︶
を
︑
近
代
化
の
先
駆
け
を
な
し

た
経
済
大
国
日
本
の
原
点
を
訪
ね
︑
語

り
継
い
で
い
く
上
で
︑
極
め
て
重
要
な

遺
産
群
と
し
て
︑
８
エ
リ
ア
に
所
在
す

る

資
産
︵
平
成

年
７
月
現
在
︶
を

28

24

ま
と
め
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
︒

資
産
の
一
つ
に
佐
賀
市
の
三
重
津

28
海
軍
所
跡
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

｢九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

群
﹂
は
︑
平
成

年
１
月
に
ユ
ネ
ス
コ

21

の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ

ま
し
た
︒

現
在
︑
世
界
遺
産
へ
の
本
登
録
を
目

指
し
て
︑
平
成

年

月
に
﹁
九
州
・

20

11

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
﹂
世
界
遺

産
登
録
推
進
協
議
会
を
設
置
し
︑
資
産

の
所
在
す
る
自
治
体
８
県

市
︵
平
成

11

年
７
月
現
在
︶
が
連
携
し
な
が
ら
︑

24下
図
の
よ
う
な
登
録
の
流
れ
に
沿
っ
て
︑

最
短
で
平
成

年
度
の
登
録
決
定
を
目

27

標
と
し
て
︑
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
︒

な
お
︑
世
界
遺
産
の
登
録
に
は
︑
国

内
法
に
よ
る
資
産
の
保
護
が
必
須
の
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
よ
っ
て
今
回
︑

三
重
津
海
軍
所
跡
が
文
化
財
保
護
法
に

よ
る
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
︑

世
界
遺
産
登
録
に
と
っ
て
も
大
き
な
前

進
と
な
り
ま
す
︒

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
︑

﹁
三
重
津
海
軍
所
跡
﹂
の
世
界
遺
産
へ

の
登
録
を
め
ざ
し
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

文
化
振
興
課

世
界
遺
産
調
査
室

☎

・
７
３
６
３

℻

・
７
３
７
８

40

26

本
庁

都
市
デ
ザ
イ
ン
課

推
進
係

☎

・
７
１
０
５

℻

・
７
３
８
７

40

40

｢
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
﹂
の

世
界
遺
産
登
録
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

さ
ら
に
世
界
遺
産
登
録

を
め
ざ
し
ま
す

７ 市報さが 平成25年１月１日号

アクローズローズ ップップ

｢九州･山口の近代化産業遺産群｣の構成資産候補
(平成24年７月現在)

■山口県 萩市 ■静岡県 伊豆の国市

萩反射炉、恵美須ヶ鼻造船所跡、萩城下町、 韮山反射炉
大板山たたら製鉄遺跡、松下村塾 ■岩手県 釜石市

■鹿児島県 鹿児島市 橋野高炉跡および関連施設
旧集成館、旧集成館機械工場、旧鹿児島紡績所技師館
■佐賀県 佐賀市

三重津海軍所跡
■長崎県 長崎市

長崎造船所［向島第三ドック・旧鋳物工場併設木型工場・
ハンマーヘッド型起重機・占勝閣・小菅修船場跡］、
高島炭田[高島炭鉱･端島炭坑］、旧グラバー住宅
■福岡県 大牟田市

三池炭鉱［宮原坑施設・専用鉄道敷・三池港］
■熊本県 荒尾市・宇城市

三池炭鉱万田坑施設、三角西(旧)港施設
■福岡県 北九州市・中間市

旧官営八幡製鐵所［旧本事務所・修繕工場・旧鍛冶工場・
遠賀川水源地ポンプ室］

中間
大牟田

鹿児島

荒尾
宇城

佐賀

長崎

北九州

萩

三重津海軍所跡に隣接する施設。

三重津海軍所跡からの出土品の

一部や世界遺産に関するパネル

なども展示しています。

� ☎ 34・9455

佐野常民記念館

▲アクセスマップ



喫茶も
楽しめます。

佐賀の偉人たち
知られざ

る

楽しめます。

８

学校などで学んだ「佐賀の七賢人」以外にも、佐賀にはたくさんの偉人がいます。

今回は街角リポーターが気になる偉人をリポート。知られざる偉人達の業績にふれてみませんか｡

■住所：佐賀市松原４丁目６番18号

肥 前 通 仙 亭 ■開館：９時〜17時

■休館：月曜、祝日の翌日、年末年始（12月29日〜１月３日）

■電話：９７・７３７７

売
茶
翁
は
︑
自
ら
茶
道
具
を
入
れ
た

荷
物
を
担
い
で
出
掛
け
︑
身
分
の
区
別

な
く
代
金
は
客
の
気
持
ち
次
第
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
︑
禅
を
説
き
な
が
ら
煎
茶

を
売
り
始
め
︑
身
分
の
高
い
人
の
飲
み

物
だ
っ
た
煎
茶
を
庶
民
に
広
め
た
人
物

で
す
︒
そ
ん
な
売
茶
翁
が
没
後
２
５
０

年
を
む
か
え
ま
し
た
︒

先
日
︑
県
立
博
物
館
で
﹁
売
茶
翁
︱

没
後
２
５
０
年
︱
﹂
の
テ
ー
マ
展
が
開

催
さ
れ
て
い
た
の
で
見
に
行
っ
て
き
ま

し
た
︒

特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
︑﹁
僊
窠

︵
せ
ん
か
︶﹂
と
い
う
茶
具
の
持
ち
運
び

に
使
っ
た
木
箱
で
す
︒
茶
具
を
入
れ
る

と
さ
ら
に
重
た
そ
う
で
︑

歳
を
過
ぎ

60

た
売
茶
翁
が
担
い
で
出
掛
け
る
の
は
重

労
働
で
︑
強
い
意
志
が
な
い
と
で
き
な

い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

日
頃
︑
私
た
ち
が
お
茶
を
楽
し
め
る

の
も
︑
喫
茶
の
風
習
を
広
め
て
く
れ
た

売
茶
翁
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

佐
賀
は
脊
振
山
が
日
本
茶
の
発
祥
地

で
嬉
野
茶
も
あ
り
ま
す
︒
こ
う
し
た
佐

賀
の
茶
文
化
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
︒

▲僊窠（せんか）：模造 (佐賀県立博物館蔵)

市報さが 平成25年１月１日号

ローズ ップ

(所蔵：NPO法人高遊外売茶翁顕彰会)



９

現
在
の
東
芝
の
創
業
者
の
一
人
で
あ

る
田
中
久
重
は
久
留
米
市
の
出
身
で
す

が
︑
佐
賀
藩
に
も
大
き
な
功
績
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

東
洋
の
エ
ジ
ソ
ン
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
発
明
家
で
︑
懐
中
燭
台
や
万
年
時
計

を
作
り
︑
ド
ラ
マ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
﹁
仁
﹂
の
中

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒

日
本
の
文
明
開
花
に
大
き
く
貢
献
し

た
田
中
久
重
は
佐
野
常
民
の
薦
め
で
鍋

島
直
正
が
治
め
る
佐
賀
藩
へ
︒
そ
し
て
︑

精
煉
方
に
属
し
日
本
初
の
蒸
気
機
関
車

や
蒸
気
船
の
模
型
製
造
や
反
射
炉
の
設

計
な
ど
多
く
の
仕
事
を
さ
れ
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
佐
嘉
神
社
に
堂
々
と
し
た

姿
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
ア
ー
ム

ス
ト
ロ
ン
グ
砲
の
製
造
に
貢
献
さ
れ
た

そ
う
で
す
︒

当
時
の
技
術
か
ら
み
て
︑
イ
ギ
リ
ス

か
ら
長
崎
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
た
と
い

う
説
も
あ
る
の
で
す
が
︑
そ
の
存
在
感

に
圧
倒
さ
れ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
︒

田
中
久
重
の
言
葉
に
﹁
知
識
は
失
敗

に
学
ぶ
﹂
と
あ
り
ま
す
︒
私
も
失
敗
を

恐
れ
ず
︑
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
少
し

で
も
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
︒

そ
し
て
︑
佐
賀
の
街
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

佐
賀
に
は
決
し
て
七
賢
人
だ
け
で
な

く
︑
多
数
の
偉
人
が
い
て
︑
そ
の
中
の

一
人
に
島
本
良
順
が
い
ま
す
︒

島
本
は
︑
父
良
橘
の
跡
を
継
い
で
︑

蓮
池
町
で
医
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
︑

安
政
５
年
︵
１
７
９
３
︶
中
央
で
︑
宇

田
川
玄
随
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
﹁
西

説
内
科
撰
要
﹂
に
刺
激
さ
れ
︑
西
洋
医

術
の
真
価
を
悟
り
︑
一
念
発
起
︑
長
崎

に
行
き
刻
苦
精
励
研
鑽
し
蘭
医
術
︑
蘭

学
の
大
要
を
会
得
し
ま
し
た
︒
寛
政
の

末
佐
賀
に
帰
り
︑
蓮
池
町
で
開
業
し
︑

ま
た
蘭
学
塾
を
開
き
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
当
初
佐
賀
で
の
新
し
い
学

問
の
浸
透
は
至
難
で
あ
り
︑
生
活
も
苦

し
か
っ
た
そ
う
で
す
︒
そ
の
後
真
摯
な

診
療
と
学
識
は
次
第
に
認
め
ら
れ
︑
佐

賀
藩
医
学
寮
の
寮
監
と
し
て
採
用
さ
れ
︑

ま
た
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
興
に
侍
医
と
し

て
抜
擢
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
︒

島
本
の
門
下
か
ら
は
︑
江
戸
の
蘭
学

者
奥
医
師
の
伊
東
玄
朴
︑
蘭
学
者
数
学

者
の
金
武
良
哲
︑
好
生
館
教
導
大
庭
雪

斉
な
ど
を
輩
出
し
た
そ
う
で
す
︒
幕
末
︑

佐
賀
医
学
に
新
生
面
を
ひ
ら
い
た
業
績

は
誠
に
偉
大
だ
と
思
い
ま
す
︒

墓
は
旧
古
賀
家
東
隣
の
専
福
寺
に
あ

る
の
で
す
が
︑
墓
に
は
島
本
家
墓
碑
と

書
か
れ
た
幅

㌢
メ
ー
ト
ル
︑
高
さ

10

㌢
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
木
札
が
立
っ
て

50い
る
だ
け
で
︑
ほ
と
ん
ど
の
人
が
た
ど

り
着
け
な
い
よ
う
で
す
︒
そ
の
こ
と
が

残
念
に
思
い
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

秘
書
課

広
報
係

☎

・
７
０
２
１

40
℻

・
３
４
６
３

24

佐
賀
に
は
︑
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る

偉
人
が
い
る
の
か
も
︒

皆
さ
ん
も
身
近
な
︑
気
に
な
る
偉
人

を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

▲佐賀城本丸歴史館を見学

▲島本良順の墓石がある専福寺

市報さが 平成25年１月１日号
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『
ト
ン
ボ 

飛
び
交
う
ま
ち 

さ
が
』
を
目
指
し
て

『
ト
ン
ボ 

飛
び
交
う
ま
ち 

さ
が
』
を
目
指
し
て

『
ト
ン
ボ 

飛
び
交
う
ま
ち 

さ
が
』
を
目
指
し
て

〜
平
成
2 2
年
２
月
に「
佐
賀
市
環
境
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
を
あ
げ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
〜

目標

10

資
源
の
循
環

資
源
の
循
環

平
成

年
度
ま
で
に
燃
え
る
ご
み
の
量

％
削
減
︵
平
成

24

10

年
度
比
︶
を
目
指
し
、
３
Ｒ
︵
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

20リ
サ
イ
ク
ル
︶
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

﹃
燃
え
る
ご
み

％
削
減
﹄
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
宣
言
を
し
ま
し
た

10

目
標
達
成
に
向
け
て
︑
一

人
一
日
あ
た
り
約

グ
ラ

80

ム
︵
み
か
ん
１
個
分
︶
の
減

量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
︒

｢燃
え
る
ご
み
の
量

％
削
減
﹂
を
目
指
し
︑

月

10

10

日
㈯
に
森
林
公
園
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
宣
言
を
行

27い
ま
し
た
︒

燃
え
る
ご
み
は
︑
毎
年
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
︑
目
標
の
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
す
︒
特
に
﹁
生

ご
み
の
水
切
り
﹂﹁
再
生
で
き
る
紙
の
分
別
﹂
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

燃えるごみ減量講座

生ごみ堆肥化や紙ごみ分別に関する講座

を行っています。

汚泥から発生する消化ガスによる発電

施設の電力の43％をまかなっています｡

下水汚泥を使った堆肥の利用

地元住民と野菜づくりを行っています｡

下
水
道
資
源
を
有
効
活
用
し
︑

地
域
に
密
着
し
た
施
設
を

目
指
し
て
い
ま
す

市報さが 平成25年１月１日号

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
下
水
の
処
理
水

に
含
ま
れ
る
窒
素
量
を
季
節
に
よ
っ
て
調
整
し

て
い
ま
す
︒
冬
場
は
窒
素
量
を
増
や
し
て
︑
ノ

リ
の
色
落
ち
の
原
因
と
な
る
海
水
の
栄
養
不
足

を
防
ぎ
︑
夏
場
は
逆
に
減
ら
し
て
︑
赤
潮
の
発

生
を
防
ぐ
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

農
業
に
も
貢
献
し
よ
う
と
︑
下
水
汚
泥
か
ら

堆
肥
を
つ
く
り
︑

㌔
グ
ラ
ム

円
の
低
価
格

10

20

で
販
売
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
下
水
汚
泥
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ

ス
を
主
成
分
と
す
る
消
化
ガ
ス
か
ら
発
電
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
取
り
組
み
は
︑
第
５
回
国

土
交
通
大
臣
賞
︿
循
環
の
み
ち

下
水
道
賞
﹀
を
受
賞
し
ま
し
た

温
暖
化
防
止

森
・
海
・
自

然
と
の
共
生

ローズ ップ



 

『
ト
ン
ボ 

飛
び
交
う
ま
ち 

さ
が
』
を
目
指
し
て

『
ト
ン
ボ 

飛
び
交
う
ま
ち 

さ
が
』
を
目
指
し
て

11 市報さが 平成25年１月１日号

間伐作業の様子

間伐は、森林の中を明るく保ち、木を真っ

すぐ育てるために必要な作業です。

資
源
の
循
環

温
暖
化
防
止

温
暖
化
防
止

平
成

年
度
ま
で
に
佐
賀
市
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

26

の
６
％
削
減
︵
平
成
２
年
度
比
︶
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
取
り
組
め
る
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

﹃
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
を

再
生
し
た
燃
料
﹄

１
０
０
％
の
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

市
内
に
広
が
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
か
ら
集
め
た
使
用
済
み
天
ぷ

ら
油
は
︑
市
の
施
設
で
軽
油
の
代
替
燃

料
で
あ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
へ

と
再
生
し
︑
ご
み
収
集
車
な
ど
に
使
っ

て
い
ま
す
︒

今
年
度
か
ら
は
︑
市
営
バ
ス
で
も
こ

の
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
を
使
っ
た
バ

ス
を
１
台
運
行
し
て
い
ま
す
︒

バスの側面にあるステッカーが目印

植物性油を再生した燃料を使用することは、

二酸化炭素を減らすことにつながります。

昨
年
度
の
住
宅
へ
の
普
及
率
は
︑
前

年
度
の
５
．
２
％
︵
２
︐
８
５
７
件
︶

か
ら
一
気
に
増
え
７
．
０
％
︵
３
︐
８

４
３
件
︶
に
な
り
︑
太
陽
光
発
電
を
身

近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

家
庭
だ
け
で
な
く
︑
事
業
所
等
も
設

置
を
進
め
て
お
り
︑
昨
年

月
に
は
市

10

が
誘
致
し
た
県
内
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

︵
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
︶
が
完
成
し

ま
し
た
︒

メガソーラー（川副町）

約4,000枚の太陽光パネルで、家庭約220世帯

分の電力を発電することができます。

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
︑
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

環
境
課

環
境
都
市
宣
言
係

☎

・
７
２
０
２

℻

・
５
９
０
１

40

26

こ
の
取
り
組
み
は
︑
第

回
13

グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞
﹁
環
境

大
臣
賞
﹂
を
受
賞
し
ま
し
た

森
・
海
・
自

森
・
海
・
自

然
と
の
共
生

然
と
の
共
生

﹁
ひ
と
り
一
本
、
み
ん
な
で

万
本

﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

24

!!

ズ
に
緑
化
を
推
進
し
、
山
か
ら
海
ま
で
つ
な
が
る
み
ど
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

嘉
瀬
川
水
源
︵
富
士
町
︶
で

森
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た

間
伐
材
を
使
用
し
た
コ
ピ
ー

用
紙
を
使
っ
て
い
ま
す

嘉
瀬
川
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
森
を
再
生
し
よ
う
と
︑
昨
年

月
に

10

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
５
０
人
が
集
ま
り
︑

約
６
︐
５
０
０
本
の
苗
木
を
植
樹
し
ま

し
た
︒

市
役
所
の
業
務
や
市
内
の
小
中
学
校
な

ど
で
使
っ
て
い
る
コ
ピ
ー
用
紙
は
︑
九
州

の
間
伐
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
コ
ピ
ー
用
紙
の
売
上
金
の
一
部
は
︑

森
林
所
有
者
に
還
元
さ
れ
︑
健
全
な
森
林

の
育
成
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
︒

嘉瀬川水源の森づくり植樹祭

参加者には苗木をプレゼントしました。

アクローズローズ ップップ
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市民活動団体

①団体は事業を
　市へ申請する

③団体と市は市民に
　向け、積極的に事
　業内容をPRする

②外部審査委員会で事業内
　容を審査し、市が対象事
　業を決定・公表する

⑤市民の投票結果を集計
　し、 その投票数に応じ
　て支援金を交付する

【申請できる額】
対象事業費の3分の2
以内、上限30万円

する

⑧市が報告内容を、
　市民に公表する

　業を決定・公表す公

⑦外部審査委員会で
　事業実績を審査する

る市へ申請する

⑥団体は事業を実施
　し、市に報告する

計
じ

するする市民に公表す民に公表す

僕
は
Ａ
事
業
、
Ｂ
事

業
、
Ｃ
事
業
の
３
つ

を
応
援
し
よ
う
か
な

業
、
Ｂ
事事

業
の
３
つ

よ
う
か
な

市　民

①団
市

③団体と市 市民は市
的に事向け 積極的

②外部審査委員会員 で事業内
が対象事

②外部審査委
容を審査し

員会員 で
、市が

を団体は事業を
る市へ申請する

「 チ カ ラ ッ ト 」 の 概 要

私
は
Ｂ
事
業
に

す
る
わ

市　民
④市民は、応援した
　い事業を３つ以内
　で選び、投票する

結果を集計⑤市民の投票結⑤ 計

私
は
Ｂ
事
業
に

す
る
わ

佐　賀　市
市役所

14市報さが 平成25年１月１日号

募

集

要

件

支
援
金
の
交
付
対
象
と
な
る
事
業
は
︑

団
体
要
件
・
事
業
要
件
を
全
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
︒

※
く
わ
し
く
は
︑
募
集
要
項
な
ど
で
確

認
く
だ
さ
い
︒

団
体
要
件
︵
主
な
も
の
︶

①
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
︑
主
に

市
内
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
︵
法
人

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
︶︒

②
５
人
以
上
の
構
成
員
で
組
織
さ
れ
た

団
体
で
︑
規
約
や
役
員
名
簿
な
ど
を

有
し
て
い
る
こ
と
︒

③
応
募
時
点
で
︑
お
お
む
ね
１
年
以
上

継
続
的
な
活
動
の
実
績
が
あ
る
こ
と
︒

④
法
令
︑
条
例
等
に
違
反
し
た
り
︑
公

序
良
俗
に
反
す
る
活
動
を
し
て
い
な

い
こ
と
︒

⑤
宗
教
的
活
動
や
政
治
的
活
動
を
主
な

目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
︒

⑥
市
民
活
動
団
体
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
登

録
し
て
い
る
こ
と︵
登
録
予
定
含
む
︶︒

⑦
団
体
ま
た
は
構
成
員
が
暴
力
団
な
ど

に
該
当
し
な
い
こ
と
︒

事
業
要
件
︵
主
な
も
の
︶

①
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
別
表
に
掲

げ
る
活
動
に
係
る
分
野
︑
そ
の
他
の

社
会
貢
献
に
係
る
分
野
の
事
業
で
あ

る
こ
と
︒

②
広
く
市
民
に
開
か
れ
︑
市
民
活
動
団

体
が
自
主
的
か
つ
自
発
的
に
行
う
事

業
で
あ
る
こ
と
︒

③
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
で
な
い
こ

と
︒

④
市
民
を
主
た
る
対
象
と
し
て
︑
原
則

と
し
て
︑
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業

で
あ
る
こ
と
︒

⑤
当
該
事
業
を
実
施
す
る
団
体
の
構
成

員
の
み
を
対
象
と
す
る
事
業
で
な
い

こ
と
︒

⑥
宗
教
的
活
動
や
政
治
的
活
動
な
ど
で

な
い
こ
と
︒

平
成

年
度

佐
賀
市
市
民
活
動
応
援
制
度
﹁
チ
カ
ラ
ッ
ト
﹂
対
象
事
業
募
集

25

平
成

年
度

佐
賀
市
市
民
活
動
応
援
制
度
﹁
チ
カ
ラ
ッ
ト
﹂
対
象
事
業
募
集

25

佐
賀
市
で
は
︑
市
民
活
動
団
体
の
活
動
基
盤
を
強
化
し
︑
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
と
実
践
を
す
す
め
る
た
め
に
︑
市
民
活
動
団
体
が
行
う
公
益
的
事
業
に
対
し
て
支
援
金

︵
補
助
金
︶
を
交
付
す
る
佐
賀
市
市
民
活
動
応
援
制
度
﹁
チ
カ
ラ
ッ
ト
﹂
の
平
成

年
度
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
︒

25

︻
応
募
期
間
︼

１
月

日
㈮
～
２
月

日
㈫

時

分

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

11

12

17

45

佐賀市市民活動応援制度「チカラット」は、市民活動

団体が行う公益的な事業の中から、市民の皆さんが応援

したいと思う事業を３つ以内で選んで市へ投票（届出）

し、その投票数に応じて、支援金が交付される制度です。

ローズ ップ
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⑦
一
校
区
ま
た
は
地
区
の
域
内
︵
エ
リ

ア
︶
を
対
象
と
し
︑
か
つ
︑
主
に
当

該
地
域
の
住
民
の
み
が
受
益
者
と
な

る
事
業
で
は
な
い
こ
と
︒

⑧
支
援
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

年
度
に
︑
当
該
事
業
に
対
し
︑
佐
賀

市
か
ら
補
助
金
や
委
託
料
の
交
付
を

受
け
る
事
業
で
は
な
い
こ
と
︒

⑨
市
が
進
め
る
事
業
の
方
針
に
明
ら
か

に
反
し
た
も
の
︑
ま
た
は
著
し
く
外

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
︒

■
対
象
経
費

事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
直

接
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
︒

※
く
わ
し
く
は
︑
募
集
要
項
な
ど
で
確

認
く
だ
さ
い
︒

■
申
請
で
き
る
額
︵
交
付
申
請
額
︶

対
象
事
業
費
︵
対
象
経
費
の
総
額
︶

の
３
分
の
２
以
内
︒
上
限

万
円
︒

30

応

募

方

法

■
応
募
期
間

１
月

日
㈮
～
２
月

日
㈫

11

12

■
提
出
書
類

所
定
の
様
式
︵
交
付
申
請
書
や
事
業

計
画
書
︑
収
支
予
算
書
︑
団
体
概
要
書
︑

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︶︑
規
約
・
名
簿
な

ど
︒

■
募
集
要
項
・
応
募
書
類
配
布
先

・
市
民
活
動
推
進
課
(ア
イ
･ス
ク
エ
ア

ビ
ル
４
階
)︑
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
(ア

イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
３
階
︶
の
窓
口

・
佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

佐
賀
市

チ
カ
ラ
ッ
ト

で
検
索

︻
配
布
開
始
︼

１
月
７
日
㈪

■
応
募
書
類
の
提
出
方
法

︻
窓
口
提
出
︼

・
提
出
場
所

市
民
活
動
推
進
課

(ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
︶

・
受
付
時
間

応
募
期
間
中
の
９
時
か

ら

時

分

17

45

※
閉
庁
日
︵
土
・
日
・
祝
︶
お
よ
び
時

間
外
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
︒

︻
郵
送
提
出
︼

・
市
販
の
封
筒
の
表
に
﹁
市
民
活
動
応

援
制
度
支
援
金
交
付
申
請
書
在
中
﹂

と
朱
書
し
︑
応
募
期
間
内
に
郵
送
く

だ
さ
い
︒︵
期
限
必
着
︶

■
そ
の
ほ
か

・
応
募
で
き
る
の
は
︑
１
団
体
１
事
業

に
限
り
ま
す
︒

・
窓
口
︑
郵
送
と
も
応
募
期
間
を
過
ぎ

た
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
︒

期
日
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
︒

支
援
対
象
事
業
の

決
定

提
出
さ
れ
た
申
請
事
業
は
︑
団
体
要

件
や
事
業
要
件
︑
事
業
の
内
容
︑
経
費
︑

公
益
性
が
あ
る
か
な
ど
を
内
部
審
査
お

よ
び
﹁
佐
賀
市
市
民
活
動
応
援
制
度
審

査
委
員
会
﹂︵
学
識
経
験
者
︑
民
間
企
業

関
係
者
︑市
民
活
動
団
体
関
係
者
︑行
政

で
構
成
︶
で
審
査
し
︑
３
月
末
ま
で
に

支
援
対
象
事
業
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
︒

※
団
体
・
事
業
要
件
を
満
た
し
て
い
て

も
︑
支
援
対
象
事
業
と
し
て
決
定
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

団
体
向
け
公
募
説
明
会

■
日
時

①
１
月

日
㈭

10

・

時

分
～

時

14

30

16

・

時

分
～

時

18

30

20

②
１
月

日
㈰

20

・

時
～

時

分

10

11

30

■
場
所

両
日
と
も
ア
イ
・
ス
ク

エ
ア
ビ
ル
５
階
大
会
議
室

■
申
込
方
法

資
料
等
の
準
備
の
た
め
︑
各
開

催
日
の
２
日
前
ま
で
に
①
団
体
名
︑

②
出
席
者
氏
名
︑
③
連
絡
先
︑
④

質
問
事
項
︵
あ
る
場
合
︶
を
上
記

﹁
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹂
へ
連

絡
く
だ
さ
い
︒

全体スケジュール（予定）全体スケジュール（予定）

事
業
の
実
施  

４
月
〜

団体向け公募説明会の開催

１月11日㈮～２月12日㈫

１月10日㈭・20日㈰

３月末

６月初旬～７月初旬

８月初旬～中旬

８月中旬

※1  事業完了後30日以内または平成26年3月31日のいずれか早い日
※2  交付決定後の概算払いによる支払いも可（但し交付決定額の８割以内）

対象事業の募集（申請）

外部審査委員会の審査（団体要件・事業要件等）

支援対象事業の決定

市民による事業の選択届出（投票）

届出（投票）結果の公表

支援金額の決定（交付決定）

事業実績報告書の提出※1

外部審査委員会の審査（事業実績）

支援金額の交付（支援金の支払）※2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
０
１

佐
賀
市
駅
前
中
央

丁
目
８

−

1

32

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階

佐
賀
市
役
所

市
民
活
動
推
進
課

市
民
活
動
推
進
係

☎

・
７
０
７
８

40
℻

・
２
０
５
０

40
位

k
atsu
d
o@
city
.sag
a.lg
.jp



子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

市新
し
い
年
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
さ
ら
に
大
人
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

思
斉
の
教
育
を
進
め
る
会

～
第
４
回
ま
な
ざ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
な
ざ
し
の
集
い

久
保
田
～

in

月

日
(金
･祝
)、久
保
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

11

23

で
、﹁
第
４
回
ま
な
ざ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
が
、
子
ど
も

の
命
を
守
る
こ
と
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
主
眼

に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
４
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
思
斉
館
の
児
童
生
徒
８
人
に
よ
る
意
見
発

表
、
思
斉
館
７
年
生
全
員
で
取
り
組
ん
だ
郷
土
芸
能
浮
立

の
披
露
。
浮
立
は
、
地
域
の
人
々
に
夏
休
み
か
ら
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
笛
の
音
も
し
っ
か
り
と
出
て
上
手
で
し
た
。

観
客
か
ら
も
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

公
演
は
、
久
保
田
版
﹁
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
﹂
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
。
久
保
田
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
合
唱
団
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
コ
ー
ル
き
ん
も
く
せ

い
他
出
演
。
地
元
の
皆
さ
ん
は
、
プ
ロ
の
歌
手
と
一
緒
に

舞
台
に
立
ち
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
く

れ
、
会
場
か
ら
は
﹁
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
ふ

れ
あ
い
が
で
き
て
良
か
っ
た
﹂
と
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

｢ま
な
ざ
し
運
動
﹂
が
推
進
さ
れ
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
を
育
む
活
動
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
で
き

る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。

思
斉
の
教
育
を
進
め
る
会

会
長

西
岡

豊

み
ん
な
で
お
月
見
だ
ん
ご
を
つ
く
ろ
う

～
ま
あ
る
い
こ
こ
ろ
に
な
あ
れ
～

北
川
副
小
学
校

北
川
副
小
学
校
で
、
初
め
て
の
﹁
お
月
見
会
﹂
が
あ
り

ま
し
た
。
２
年
生
の
３
ク
ラ
ス
が
９
月

日
㈫
、

日
㈬
、

11

19

月
２
日
㈫
と
ク
ラ
ス
毎
に
分
か
れ
、
保
護
者
や
地
域
の

10皆
さ
ん
も
参
加
し
、
１
ク
ラ
ス

人
ほ
ど
の
会
と
な
り
ま

50

し
た
。

さ
っ
そ
く
お
団
子
作
り
。
地
域
の
人
か
ら
作
り
方
を
教

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
﹁
気
持
ち
い
い
！
﹂﹁
粘
土
み
た
い
﹂

と
、
粉
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。
こ
ろ
こ
ろ
と
お

団
子
を
丸
め
る
子
ど
も
の
横
で
、
保
護
者
や
地
域
の
人
も

お
団
子
を
丸
め
ま
す
。
そ
の
表
情
の
優
し
い
こ
と
、
心
も

ま
あ
る
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
く
し
に
さ
し
、

き
な
こ
と
み
た
ら
し
あ
ん
を
つ
け
た
ら
出
来
上
が
り
。

い
よ
い
よ
、
お
月
見
会
の
始
ま
り
で
す
。
会
場
に
は
す

す
き
や
季
節
の
花
が
飾
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
輪

か
ざ
り
等
で
、
手
作
り
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。
み
ん
な
で
作

っ
た
お
団
子
を
食
べ
終
え
た
後
、
ラ
イ
ア
ー
の
美
し
い
演

奏
に
耳
を
傾
け
、
紙
芝
居
を
見
て
歌
を
う
た
い
ま
し
た
。

あ
わ
た
だ
し
い
日
々
の
中
で
も
、
子
ど
も
と
お
団
子
を

作
り
、
月
を
眺
め
る
、
そ
ん
な
時
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
ね
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

新
郷

典
子

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

新
栄
っ
子
育
む
連
絡
協
議
会

～
地
域
間
交
流
で
ふ
れ
あ
い
絆
づ
く
り
～

今
年
度
、
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業
に
組
み
入
れ
た
﹁
あ

い
れ
ふ
く
ら
ぶ
﹂
は
、
地
域
の
大
人
と
の
交
流
、
異
学
年

交
流
、
体
験
学
習
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、

料
理
、
野
外
学
習
、
農
作
業
体
験
、
ま
た
、
佐
賀
工
業
生

と
交
流
し
工
作
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月

日
㈯
に
は
、
富
士
町
麻ま

那な

古ご

地
区
の
皆
さ
ん
と
、

12

22

新
栄
っ
子
お
よ
び
大
人
に
よ
る
地
域
間
交
流
を
図
り
ミ
ニ

門
松
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
経
験
豊
富
な
麻
那
古
地
区
の
皆
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
孟も

う

宗そ
う

竹た
け

と
真
竹
を
組
み
合
わ
せ
、
南な

ん

天て
ん

笹さ
さ

、
松
、
梅
を
飾
り
、
最
後
に
金
銀
糸
を
締
め
、
や
っ
と

の
思
い
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
据
え
た
地
域
間

交
流
で
ふ
れ
あ
い
絆
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

新
栄
っ
子
育
む
連
絡
協
議
会

会
長

齊
藤

浩
章
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問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室

☎

・
７
３
５
４

℻

・
７
３
９
４

40

40

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍

佐
野
常
民
記
念
館

世
界
遺
産
を
め
ざ
し
話
題
に
な
っ
て

い
る
川
副
町
﹁
三
重
津
海
軍
所
跡
﹂
の
す

ぐ
そ
ば
に
﹁
佐
野
常
民
記
念
館
﹂
が
あ
り

ま
す
。
記
念
館
を
訪
れ
る
と
か
わ
い
い

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

約

人
の
う
ち
多
く
は
近
く
の
中
川

30

副
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
事
前

に
地
元
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

を
来
館
者
に
ガ
イ
ド
し
た
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
で
は
、
ま
ず
丁
寧
な
自
己
紹
介
に

始
ま
り
、
次
に
﹁
佐
野
常
民
﹂﹁
三
重
津
﹂

に
つ
い
て
立
体
模
型
を
指
し
な
が
ら
明

瞭
な
口
調
で
説
明
す
る
と
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に

月
に
は
九
州
八
県
赤
十
字

11

大
会
に
出
席
の
た
め
来
県
の
秋
篠
宮
妃

紀
子
さ
ま
へ
ガ
イ
ド
す
る
大
役
を
無
事

に
果
た
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
顔
は
地
元
の
誇
り
で

あ
る
歴
史
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ

と
喜
び
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

的
野

勝

か
わ
い
い
︑
す
て
き
な
外
交
官
！

松
原
町

月
４
日
㈰
松
原
町
新
馬
場
通
り
で

11
行
わ
れ
た
新
馬
場
ま
つ
り
の
﹁
エ
イ
サ
ー

舞
﹂
の
公
演
中
の
事
で
す
。
踊
り
の
途
中

で
司
会
者
が
観
客
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
見
学
し
て
い
た
台
湾
の
団

体
客

人
く
ら
い
の
人
が
、
踊
り
の
中
へ

30

入
り
、
跳
ん
だ
り
跳
ね
た
り
、
太
鼓
を
叩

い
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
エ
イ
サ
ー
隊
の
た
だ
一
人
の
子
ど
も
、

納
谷
芽
依
さ
ん
︵
牛
津
小
５
年
︶
と
記
念

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
が
、

彼
女
の
笑
顔
と
動
作
と
声
で
、
お
互
い
に

理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。

親
子
で
共
演
し
た
芽
依
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
﹁
子
ど
も
と
一
緒
に
踊
れ
て
楽
し

か
っ
た
﹂、
芽
依
さ
ん
も
﹁
こ
れ
か
ら
も

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
踊
り
続
け
て
い
き

た
い
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
か
わ
い

い
す
て
き
な
外
交
官
頑
張
れ
！

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

田
中

哲
雄

香
椎
神
社
の
浮
立
奉
納久

保
田
町

月

日
㈰
に
久
保
田
町
で
﹁
香
椎
神

10

21

社
の
秋
祭
り
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢ぴ
ー
ひ
ょ
ろ
♪
ぴ
ー
ひ
ょ
ろ
♪
ド
ン

ど
ん
♫
﹂
と
雲
一
つ
な
い
秋
空
に
笛
や
鉦
、

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
は
っ
ぴ
に
タ
ス
キ
が
け
、
頭
に
は

花
笠
や
ね
じ
り
鉢
巻
を
巻
い
た
姿
が
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。﹁
そ
ー
れ
、
そ
い
そ

い
♪
﹂
の
掛
け
声
で
踊
る
子
ど
も
た
ち
に
、

見
に
来
た
人
た
ち
も
思
わ
ず
﹁
そ
ー
れ

♪
﹂
と
声
を
合
わ
せ
ま
す
。

こ
の
日
の
た
め
に
何
回
も
夜
に
集
ま

っ
て
練
習
し
て
き
た
そ
う
で
す
。﹁
初
め

練
習
は
難
し
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
近

所
の
人
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も

ら
っ
て
上
手
く
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
。﹂

と
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
し
た
。

だ
ん
だ
ん
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
お

祭
り
事
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
大

切
に
伝
え
守
り
た
い
伝
統
行
事
の
一
つ

で
す
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

今
泉

正
子

さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

巨
勢
小
学
校

月

日
㈬
に
、
巨
勢
小
学
校
の
児
童

11

14

た
ち
は
、
保
護
者
、
先
生
そ
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
合
同
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
公
民
館
や
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
拭
き
、
建
物
周
辺
の
清

掃
や
登
下
校
で
利
用
し
て
い
る
通
学
路

の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
１
年
生
か

ら
６
年
生
の
班
を
組
み
、
公
民
館
の
窓
の

高
い
と
こ
ろ
は
上
級
生
、
低
い
と
こ
ろ
は

下
級
生
と
、
大
人
た
ち
か
ら
窓
拭
き
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
﹁
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た
け

ど
、
き
れ
い
に
掃
除
で
き
た
よ
。﹂
と
満

足
そ
う
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
大
人
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

掃
除
し
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
温
か
い
ふ
れ

あ
い
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
公
民
館
長
か
ら
お
礼
の
言
葉

を
か
け
て
も
ら
い
、
し
っ
か
り
地
域
で

﹁
承
認
﹂
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

執
行

蔦
子

17 市報さが 平成25年１月１日号
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■
受
験
資
格

年
齢
・
居
住
地
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
た
だ
し
︑

以
前
嘱
託
職
員
と
し
て
佐
賀
市
で

任
用
さ
れ
た
人
で
︑
退
職
後
︑
平

成

年
４
月
１
日
の
時
点
で
１
年

25
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
︒

■
任
用
期
間

平
成

年
４
月
１

25

日
～
平
成

年
３
月

日
︵
勤
務

26

31

成
績
が
良
好
な
場
合
︑
任
用
期
間

更
新
の
場
合
あ
り
︶

■
申
込
方
法

次
の
書
類
を
郵
送

ま
た
は
︑
市
役
所
本
庁
７
階
人
事

課
へ
持
参
く
だ
さ
い
︒

①
申
込
書
︵
例
を
参
考
に
Ａ
４
版

で
作
成
︶

②
市
販
の
履
歴
書
︵
顔
写
真
付
︶

③
は
が
き
︵
返
信
先
記
入
︶

④
必
要
な
資
格
等
を
証
明
す
る
書

類
の
写
し
︵
①
︑
⑤
︑
⑩
～
⑫
︑

⑮
～
㉓
︑
㉙
の
業
務
に
申
し
込

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

人
事
課

☎

・
７
０
３
０

40
℻

・
９
０
５
０

24

む
人
の
み
必
要
︶

※
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し
は

不
要
︒

■
申
込
期
間

１
月
４
日
㈮
～
15

日
㈫
︵

時

分
必
着
︶

17

15

■
選
考
方
法

書
類
選
考
お
よ
び

面
接
︵
⑪
手
話
通
訳
業
務
は
手
話

実
技
試
験
︑
㉔
学
校
事
務
は
パ
ソ

コ
ン
実
技
試
験
あ
り
︶

︻
面
接
予
定
日

１
月

日
㈬
～

30

２
月
１
日
㈮
の
間
の
い
ず
れ
か
︼

※
面
接
日
時
・
場
所
は
︑
申
込
時

に
提
出
い
た
だ
い
た
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
︒

■
合
格
発
表

２
月
中
旬
ま
で
に

合
格
者
の
み
文
書
で
通
知
し
ま
す
︒

︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受

験
番
号
を
掲
載
︶

※
勤
務
形
態
︑
報
酬
月
額
お
よ
び

採
用
人
数
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
︒
な
お
︑
報
酬
月
額
以
外

に
手
当
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

(※A4版で作成ください)

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

佐
賀
市
嘱
託
職
員
募
集

佐
賀
市
嘱
託
職
員
募
集

平
成
25
年
度

佐
賀
市
嘱
託
職
員
募
集

�募集業務等 �

応募は１人１業務に限ります。（ただし、⑰と⑱、⑳と㉑、㉒と㉓は、重複して応募することができます）

※要普通自動車免許（ＭＴに限る）
土木工事経験者はなお可

道路・側溝・道路関連物
の補修、通行障害物の撤
去、側溝・河川の浚渫、
自転車などの投棄物の回
収および処理業務など

⑦土木一般業務
(２人程度）

148,000円
本庁１階
総合案内

月〜金、９時30分〜16時30
分、週30時間勤務

手話通訳者または手話通訳士
※面接の際に、手話の簡単な実技試
験を予定

総合案内での手話通訳、
案内業務など

⑪手話通訳業務
(１人）

141,420円
本庁
公用車管理棟

月〜金、
８時30分〜15時30分、
週30時間勤務

自動車整備士３級の資格（ガソリ
ン・エンジンおよびシャシの資格必
要）を有する人
※要普通自動車免許

総務法制課で集中管理す
る公用車両の鍵の受け渡
し業務など

①公用車両管理業務
(１人）

③大隈記念館業務
【館長】（１人）

154,990円
佐賀市
大隈記念館

日〜土のうち４日、８時45
分〜17時15分、週30時間勤
務（土・日・祝勤務有）

学芸員の資格を有する人
大隈重信旧宅（国史跡）
の維持管理業務など

②大隈記念館業務
(１人）

141,420円

施設管理センター、
同北部分室（富士
支所内）、同南部
分室（東与賀支所
内）のいずれか

月〜金のうち４日、
８時30分〜17時、
週30時間勤務

健康づくり課
（ほほえみ館）

月〜金、９時〜17時、
週35時間勤務

保健師資格を有する人
※要普通自動車免許

特定健診での保健指導や
市民健康相談、健康教育
など

⑩保健師業務
(２人程度）

184,870円保護課
月〜金、９時〜17時、
週35時間勤務

精神保健福祉士の資格を有する人
生活保護受給者の退院促
進および退院後の自立支
援に関する業務など

⑫生活保護精神障害
者退院推進員
(１人）

154,990円
佐賀市
大隈記念館

日〜土のうち４日、８時45
分〜17時15分、週30時間勤
務（土・日・祝勤務有）

特になし
大隈重信旧宅（国史跡）
の維持管理業務など

※要普通自動車免許（ＭＴに限る）
佐賀駅周辺の放置自転車
などの調査、指導、撤去
および返還など

⑥佐賀駅周辺放置自
転車等調査および
指導業務（２人）

158,690円建築住宅課
月〜金のうち４日、８時30
分〜17時、週30時間勤務

一級あるいは二級建築士の資格を有
する人
パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人
※要普通自動車免許

市有建築物を適切に維持
保全するための資料の作
成、整理、点検など

⑤市有建築物定期
点検業務（２人）

201,830円

141,420円保険年金課
月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人

収納した国民健康保険税
の取りまとめ、収納、デ
ータの保管・収集・管理
など

⑧国民健康保険税の
収納事務（１人）

148,000円
佐賀市
歴史民俗館

火〜日のうち４日、８時30
分〜17時15分、週30時間勤
務（土・日・祝勤務有）

特になし
歴史民俗館維持管理業務
など

④歴史民俗館管理
運営業務（２人）

141,420円道路管理課
月〜金、８時30分〜15時30
分と10時30分〜17時30分の
交替制、週30時間勤務

141,420円福祉総務課
月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人
※要普通自動車免許

民生委員・児童委員業務
の推進および庶務に関す
ることなど

⑨民生委員・児童
委員に係る業務
(１人）

24年度報酬
月額(参考)

主な勤務場所基本的な勤務形態
資格・免許などの条件

（雇用までに取得見込みでも可）
主な業務内容

業務名および
募集人数

市報さが 平成25年１月１日号

ローズ ップ



19

夜間勤務、休日勤務に支障がないこ
と、戸籍届受付業務経験者を優先

時間外における埋火葬許
可、火葬場使用許可、戸
籍届の受付業務など

⑬時間外戸籍等
受付業務（１人）

㉗家庭児童相談員
(１人）

⑲生活指導員
(15人程度）

⑳サポート相談員
(３人）

㉑適応指導教室
指導員（１人）

㉔学校事務
(５人程度）

㉒学校図書館事務
(10人程度）

㉓市立図書館事務
(12人程度）

㉕学校事務員（用務）
(１人程度）

㉖川副学校給食セン
ター給食調理業務
(２人程度）

㉚青少年センター
受付業務（１人）

㉛社会教育に係る
嘱託職員（１人）

㉜公民館事務員
(３人）

市立小中学校での学校図
書館事務など※小規模校
では、学校事務に１日数
時間従事する場合あり

市立図書館などでの図書
館サービス業務など

学校の環境整備、安全点
検、文書集配など

給食センターでの学校給
食調理業務全般（調理、
洗浄、清掃など）

青少年センターの施設利
用受付業務など

施設使用申請受付業務や
生涯学習講座に関するこ
となど

川副校区公民館事業に関
することや管理業務、地
域コミュニティとの連携
など

⑭諸富支所保健福祉
課における窓口受
付業務（１人）

⑮川副児童館館長
(１人）

⑯中央児童センター
児童厚生員(１人)

⑰東与賀児童館
児童厚生員(１人）

⑱久保田児童セン
ター児童厚生員
(２人)

家庭での適正な児童養育
のための相談・指導業務
など

141,420円市民生活課
４日に１回
平日、16時〜翌９時
土日祝、８時〜翌９時

※要普通自動車免許

特になし

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人

国民健康保険の受付・入
力業務など

川副児童館の方向性・計
画の立案、管理運営、行
事の企画など

児童センターの管理運営、
子どもとの遊びを通じた
交流や行事の企画など

東与賀児童館の管理運営、
放課後児童クラブの運営、
子どもとの遊びを通じた
交流や行事の企画など

久保田児童センターの管
理運営、放課後児童クラ
ブの運営、子どもとの遊
びを通じた交流や行事の
企画など

月〜金、８時30分〜17時の
うち６時間、週30時間勤務

家庭児童相談業務の経験または各種
相談業務の経験を有する人
※要普通自動車免許

小中学校での要支援児
童・生徒の介助や学級の
補助など

不登校児童生徒への家庭
訪問、保護者への支援、
関係機関との連携など

不登校児童生徒の集団生
活への適応および学校復
帰のための支援など

文書収受、校納金、就学
援助など学校事務に関す
る業務

日〜土のうち５日、９時〜
21時15分の間でローテーシ
ョン勤務、週30時間勤務
（土・日・祝勤務有）

月・火・水・金、
９時〜16時、
週24時間勤務

月〜土、９時〜17時、
週30時間勤務

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資
格のいずれかを有し、パソコン（ワ
ード・エクセル）の操作ができる人

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資
格のいずれかを有し、パソコン（ワ
ード、エクセル）の操作ができる人

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資
格のいずれかを有し、パソコン（ワ
ード、エクセル）の操作ができる人

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資
格のいずれかを有し、パソコン（ワ
ード、エクセル）の操作ができる人

148,000円こども課

幼稚園・小中学校・高等学校教諭免
許、保育士資格のいずれかを有する
人

社会福祉士資格、精神保健福祉士資
格、臨床心理士資格、教員免許のい
ずれかを有する人

社会福祉士資格、精神保健福祉士資
格、臨床心理士資格、教員免許、保
育士資格のいずれかを有する人

パソコン（ワード、エクセル）の操
作ができる人
※面接の際に、パソコン（エクセル）
の簡単な実技試験を予定

司書教諭または司書資格を有する人
※要普通自動車免許

司書資格を有する人
※要普通自動車免許

各川副校区
公民館

月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

火〜日、８時45分〜17時30
分の間でローテーション勤
務、週30時間勤務

火〜日、９時〜18時の間で
ローテーション勤務、
週30時間勤務

月〜土、８時30分〜18時30
分の間でローテーション勤
務、週30時間勤務

月〜土、８時30分〜18時30
分の間でローテーション勤
務、週30時間勤務

母子家庭等における自立
に必要な情報提供、相談
および指導など

㉘母子自立支援員
(１人）

月〜金、８時15分〜16時
（水曜日は15時まで）、
週34時間勤務

月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

月〜金、各学校の校時限内
で１日６時間、週30時間勤
務（学校行事により土日祝
の勤務有）

月〜金、10時〜16時45分、
週30時間勤務（学校行事に
より土日祝の勤務有）

火〜日のうち４日、８時30
分〜17時30分と10時15分〜
19時15分の交替制、週32時
間勤務

月〜金、各学校の校時限内
で１日６時間、週30時間勤
務（学校行事により土日祝
の勤務有）

月〜金、９時〜16時、
週30時間勤務

川副児童館

中央児童
センター

東与賀児童館

久保田児童
センター

月〜金、８時30分〜17時の
うち６時間、週30時間勤務

母子福祉業務の経験または相談業務
の経験を有する人
※要普通自動車免許

市立小中学校

市立中学校

適応指導教室
「くすの実」

市立小中学校

市立小中学校

市立図書館、
各分館、分室

市立小中学校

川副学校給食
センター

青少年課

大和出張所
教育課

154,990円

154,990円

148,000円こども課

159,770円

148,000円

141,420円

141,420円

147,000円

164,600円

141,420円

141,420円

141,420円

118,400円

110,300円

諸富支所
保健福祉課

154,990円こども課
月〜金、10時30分〜17時30
分、週30時間勤務

小中学校教員免許、または児童福祉
施設での実務経験を有する人
※要普通自動車免許

放課後児童クラブへの巡
回、各クラブへの助言・
指導など

㉙放課後児童クラブ
巡回業務（１人）

141,420円

164,790円

154,990円

24年度報酬
月額(参考)

主な勤務場所基本的な勤務形態
資格・免許などの条件

（雇用までに取得見込みでも可）
主な業務内容

業務名および
募集人数

市報さが 平成25年１月１日号

アクローズローズ ップップ
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『
夢
を
つ
か
む
！

舞
台
が
あ
る
』

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は

今
ま
で
商
売
の
経
験
が
な
い
︑
あ
る
い
は

今
は
働
い
て
い
る
が
︑
将
来
自
分
の
お
店
を

持
ち
た
い
︑
開
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
︑
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学
び
︑
中
心

市
街
地
へ
独
立
出
店
す
る
た
め
に
活
用
し
て

も
ら
う
お
店
の
こ
と
で
す
︒

■
募
集
人
員

３
人
程
度

■
出
店
期
間

平
成

年
４
月
１
日
～

25

平
成

年
３
月

日
ま
で
の
１
年
間

26

31

■
出
店
場
所

唐
人
町
１
丁
目
５
番

号
32

(中
央
大
通
り
沿
い
︶

■
応
募
方
法

履
歴
書
・
申
込
用
紙
を
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
ち
づ
く
り
機
構
ユ
マ
ニ
テ
さ
が
窓
口
に

提
出
く
だ
さ
い
︒

※
選
考
会
で
出
店
者
を
決
定
し
ま
す
︒

内
容
な
ど
︑
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月
８
日
㈮
必
着

■
入
札
方
法

一
般
競
争
入
札

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
予
定
価
格
以
上
で

最
高
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し
た
人
に
売

却
す
る
方
法
で
す
︒

■
入
札
参
加
方
法

事
前
に
入
札
参
加
申
込
書
の
提
出
が
必

要
で
す
︒
申
込
書
︑
説
明
書
な
ど
の
配
布

や
︑
入
札
参
加
申
込
書
の
受
け
付
け
は
︑

次
の
期
間
・
場
所
で
行
い
ま
す
︒

■
受
付
期
間

１
月
４
日
㈮
～
１
月

日
㈫

15

８
時

分
～

時

分

30

17

15

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
︶

■
受
付
場
所

本
庁

管
財
課

管
財
係
︵
７
階
︶

■
入
札
保
証
金

入
札
参
加
者
が
見
積
も
る
金
額
の
５
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
金
額
を
２
月
７
日
㈭
ま
で
に

納
入
く
だ
さ
い
︒

■
入
札
の
日
時
・
場
所

日
時

２
月
８
日
㈮

時
か
ら

14

場
所

本
庁
７
階

入
札
室

■
留
意
事
項

家
具
工
業
団
地
と
し
て
開
発

許
可
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
家
具
関
連
事

業
用
地
と
し
て
限
定
し
て
売
却
し
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
機
構

ユ
マ
ニ
テ
さ
が

☎

・
７
３
４
０

22
℻

・
７
３
４
６

22

市

有

地
を

売

却
し

ま

す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

新
規
出
店
者
募
集

出店者への支援（メリット)

・独立開業時に必要な改装費などを一部補助する

制度を受けられます。（審査有）

・情報誌などを活用し、年間を通してあなたのお

店や商品を紹介します。

・商売に不可欠な税務・金融の相談に随時応じま

す。

・「あきんど入門講座」を受講し、経営の基礎理論

を学べます。

・チャレンジショップ卒業生や開業オーナーなど

から個別のアドバイスが受けられます。

問
い
合
わ
せ

本
庁

管
財
課

管
財
係

☎

・
７
０
４
５

℻

・
５
６
６
３

40

26

現地

市役所
諸富支所

諸富署
大中島

筑後川
19

208

宅地地 目

40,000,000円
参考価格

(※)

全部持 分

6,826.17㎡登記地積

諸富家具工業団地
（佐賀市諸富町大字徳富
712番2）

物件名称

(所在地)

▲所在地

※参考価格は、当該物件の目安を示したものです。

入札の際の参考にしてください。



21

基
準
モ
デ
ル
に
つ
い
て

民
間
企
業
会
計
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
︑
複
式
仕
訳
に
よ
る
財
務

デ
ー
タ
を
用
い
︑
ま
た
市
が
保
有
し

て
い
る
す
べ
て
の
資
産
を
公
正
価

値
︵
時
価
︶
に
よ
り
評
価
し
て
財

務
４
表
を
作
成
す
る
モ
デ
ル
で
す
︒

貸
借
対
照
表

︵
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
︶

平
成

年
３
月

日
現
在

24

31

年
度
末
に
保
有
す
る
資
産
︑
負

債
︑
純
資
産
を
表
示
し
た
も
の
で

す
︒
資
産
合
計
と
負
債
お
よ
び
純

資
産
合
計
が
同
額
と
な
る
︵
バ
ラ

ン
ス
す
る
︶
た
め
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
と
も
呼
ば
れ
ま
す
︒

(
１
)
金
融
資
産

①
資
金
：
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引

き
額
な
ど
の
現
金
や
預
金
な
ど

の
資
産

②
債
権
：
税
等
の
未
収
金
や
貸
付

金
な
ど
の
資
産

③
有
価
証
券
：
運
用
目
的
の
有
価

証
券

④
投
資
等
：
出
資
金
や
基
金
な
ど

の
積
立
金
の
資
産

連
結
財
務
諸
表
を
作
成

し
ま
し
た

財
政
の
健
全
化
を
図
る
上
で
︑

売
却
で
き
る
資
産
の
洗
い
出
し
や
︑

負
債
の
正
確
な
把
握
な
ど
の
﹃
資

産
・
債
務
改
革
﹄
を
進
め
る
た
め
︑

総
務
省
が
推
進
す
る
﹃
新
地
方
公

会
計
制
度
﹄
に
基
づ
く
﹃
基
準
モ

デ
ル
﹄
に
よ
り
連
結
財
務
諸
表
を

作
成
し
ま
し
た
︒

連
結
の
範
囲
と
し
た
会
計

一
般
会
計
︑
公
営
事
業
会
計
11

会
計
︑
一
部
事
務
組
合
・
広
域
連

合
・
地
方
３
公
社

会
計
︑
第
３

11

セ
ク
タ
ー
等
の
外
郭
団
体
５
会
計

の
合
計

会
計
を
連
結
の
対
象
と

28

し
ま
し
た
︒

な
お
︑
外
郭
団
体
の
う
ち
第
三

セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
︑
市
の
出

資
比
率
が

％
以
上
の
団
体
を
対

50

象
と
し
て
い
ま
す
︒

市報さが 平成25年１月１日号

Ａ

佐
賀
市
の
財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

佐
賀
市
の
財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

平

(
２
)
非
金
融
資
産

①
事
業
用
資
産
：
庁
舎
や
学
校
な

ど
の
有
形
固
定
資
産
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
な
ど
の
無
形
固
定
資
産

②
イ
ン
フ
ラ
資
産
：
道
路
や
河
川

な
ど
の
社
会
基
盤
と
な
る
資
産

(
３
)
流
動
負
債

①
公
債
︵
翌
年
度
償
還
予
定
︶：
地

方
債
残
高
の
う
ち
翌
年
度
償
還

予
定
額

②
短
期
借
入
金
：
連
結
対
象
団
体

の
短
期
借
入
金
の
残
高

(
４
)
非
流
動
負
債

①
公
債
︵
地
方
債
︶：
地
方
債
残
高

の
う
ち
翌
年
度
に
償
還
す
る
額

を
除
い
た
残
高

②
借
入
金
：
連
結
対
象
団
体
の
長

期
借
入
金
の
残
高

③
引
当
金
：
退
職
給
付
引
当
金
お

よ
び
連
結
対
象
団
体
の
負
債
に

対
す
る
引
当
金

純
資
産
：
こ
れ
ま
で
の
世
代
の

負
担
に
よ
り
支
払
い
が
完
了
し

た
資
産

成

23

年

度

決

算

負債の部合計

22年度末

91

0

10

958

808

0

連結会計

146

4

1,059

2,540

一般会計

3,599

項 目

負債・純資産の部合計

純資産の部合計

17

△ 1

0

314

3,246

1,238

2,008

対前年23年度末

資産の部合計

22年度末対前年

3,599

23年度末

101

51 6

27 4 92 95 3

351353(１)金融資産

資
産
の
部

△ 2 441 441 0

23

△ 9

②債権

0 0 1 1 0

△ 1 0 △ 3 △ 3 0

15

①資金

△ 2 45

△ 26

1,179 △ 59 1,362 1,301

(控除)貸倒引当金

△ 61

3,149 △ 97 5,124 5,037 △ 87

310 △ 4 306 297

△ 1

3,500 △ 99 5,565 5,478 △ 87

③有価証券

1,970 △ 38 3,762 3,736

0

(２)非金融資産

0 15 13 △ 2

89 △ 2 134 132 △ 2

101 0

④投資等

173 172

807 △ 1 1,609 1,595 △ 14

①事業用資産

949 △ 9 1,793 1,767 △ 26

12 2 24 27 3

4 0 6 6 0

138 △ 8 177 166

②インフラ資産

△ 11

0 0 1 0 △ 1

3,500 △ 99 5,565 5,478 △ 87

2,450 △ 90 3,599 3,539 △ 60

1,050 △ 9 1,966 1,939 △ 27

(３)流動負債

負
債
・
純
資
産
の
部

①公債(翌年度償還予定額)

③その他

②短期借入金

(４)非流動負債

①公債(地方債)

③引当金

②借入金

④その他

Ａ 貸借対照表〔バランスシート〕（平成24年３月31日）

市民一人あたり

23年度22年度対前年23年度22年度

連結会計一般会計
項 目

233237△ 4149153資産

対前年

151153△ 4104108純資産

△ 2828404545負債

△ 4

△ 2

佐賀市は、一般会計ベースで3,500億円、連結ベースで5,478億円の資産を形成してきてい

ます。このうち、純資産である、2,450億円（一般会計）、3,539億円（連結）については、こ

れまでの世代の負担で支払いが済んでおり、負債である1,050億円（一般会計）、1,939億円（連

結）について、将来にわたって負担していくことになります。

(単位：億円)

(単位：万円)
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純
資
産
変
動
計
算
書

純
資
産
が
平
成

年
度
中
に
ど

23

の
よ
う
に
増
減
し
た
か
に
つ
い
て

財
源
の
変
動
︑
資
産
形
成
充
当
財

源
の
変
動
︑
そ
の
他
純
資
産
の
変

動
に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で
す
︒

(
イ
)
財
源
の
変
動

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
計
上
さ

れ
な
い
資
金
の
流
出
入
を
表
示

１
財
源
の
使
途
：
市
税
な
ど
の
一

般
財
源
や
国
・
県
補
助
金
な
ど

の
財
源
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に

使
っ
た
か
を
表
示

(１
)
純
経
常
費
用
へ
の
財
源
措

置
：
純
経
常
費
用
︵
純
行
政
コ

ス
ト
︶
に
支
出
し
た
額

(２
)固
定
資
産
形
成
へ
の
財
源
措

置
：
固
定
資
産
の
形
成
の
た
め

に
支
出
し
た
額

(３
)長
期
金
融
資
産
形
成
へ
の
財

源
措
置
：
基
金
積
立
や
貸
付
金

な
ど
長
期
金
融
資
産
形
成
の
た

め
に
支
出
し
た
額

(４
)そ
の
ほ
か
の
財
源
の
使
途
：

イ
ン
フ
ラ
資
産
に
係
る
直
接
資

本
減
耗
の
額
な
ど

２
財
源
の
調
達
：
財
源
を
ど
の
よ

う
な
収
入
で
調
達
し
た
か
を
表

示
(１
)税
収
・
社
会
保
険
料
：
市
税

や
利
子
割
交
付
金
な
ど
の
交
付

金
︑
特
別
会
計
の
保
険
料
等
の

収
入

Ｃ

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

１
年
間
の
行
政
運
営
コ
ス
ト
の

う
ち
︑
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
と
い
っ
た
資
産
形
成
に
結
び
つ

か
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

コ
ス
ト
を
人
件
費
︑
物
件
費
︑
経

費
︑
業
務
関
連
費
用
︑
移
転
支
出

に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で
す
︒

１
経
常
費
用

①
人
件
費
：
職
員
給
与
や
議
員
報

酬
︑
退
職
給
付
費
用
な
ど

②
物
件
費
：
備
品
や
消
耗
品
︑
施

設
等
の
維
持
修
繕
に
係
る
経
費

や
事
業
用
資
産
の
減
価
償
却
費

な
ど

③
経
費
：
委
託
料
や
使
用
料
︑
旅

費
︑
手
数
料
︑
広
告
料
な
ど

④
業
務
関
連
費
用
：
地
方
債
や
関

係
団
体
の
借
入
金
の
償
還
利
子

な
ど

⑤
移
転
支
出
：
市
民
へ
の
補
助
金

や
社
会
保
障
費
な
ど

２
経
常
収
益

①
業
務
収
益
：
公
共
施
設
の
使
用

料
や
証
明
書
の
発
行
手
数
料
な

ど
②
業
務
関
連
収
益
：
利
子
お
よ
び

配
当
金
︑
財
産
売
払
収
入
︑
雑

入
な
ど

Ｂ

(２
)
補
助
金
等
の
移
転
収
入
：

国
・
県
補
助
金
な
ど

(３
)そ
の
ほ
か
の
財
源
調
達
：
貸

付
金
の
償
還
収
入
や
固
定
資
産

の
売
却
収
入
な
ど

(
ロ
)
資
産
形
成
充
当
財
源
の
変
動

財
源
を
将
来
世
代
も
利
用
可
能

な
固
定
資
産
形
成
等
に
ど
の
程

度
使
っ
た
か
を
表
示

１
固
定
資
産
の
変
動
：
公
共
施
設

や
道
路
な
ど
の
資
産
取
得
や
売

却
︑
減
価
償
却
等
に
よ
る
増
減

額
を
表
示

２
長
期
金
融
資
産
の
変
動
：
基
金
︑

貸
付
金
︑
出
資
金
な
ど
の
長
期

金
融
資
産
の
増
減
額
を
表
示

３
評
価
・
換
算
差
額
等
の
変
動
：

固
定
資
産
や
金
融
資
産
の
年
度

中
の
評
価
益
︑
評
価
損
を
表
示

(
ハ
)
そ
の
他
の
純
資
産
変
動

財
源
︑
資
産
形
成
充
当
財
源
の

変
動
以
外
の
変
動
を
表
示

平成23年度の行政コストの総

額は、一般会計ベースで742億円、

連結ベースで1,479億円です。

行政サービスの利用に対する対

価として市民の皆さんが負担し

た使用料や手数料などの経常収

益は、一般会計ベースで29億円、

連結ベースで154億円です。

純行政コストは、一般会計ベ

ースで713億円、連結ベースで

1,325億円となり、この不足分は、

市税や地方交付税などの一般財

源や国・県補助金で賄っていま

す。

23年度22年度対前年23年度22年度

連結会計一般会計
項 目

203221△ 17144161① 人件費

111,4791,468△ 13742755１ 経常費用 計 (行政コスト総額)

対前年

109120△ 88492③ 経費

161371212010282② 物件費

△ 18

995969△ 7397404⑤ 移転支出

△ 23537△ 11516④ 業務関連費用

△ 11

26

14213601919① 業務収益

5154149△ 12930２ 経常収益 計

1,3251,319△ 12713725３ 純行政コスト（１−２）

△ 11213△ 11011② 業務関連収益

6

6

Ｂ 行政コスト計算書（平成23年４月１日から平成24年３月31日）
(単位：億円)

市民一人あたり

23年度22年度対前年23年度22年度

連結会計一般会計
項 目

6362△ 13132１ 経常費用 計（行政コスト総額）

対前年

5656△ 13031３ 純行政コスト（１−２）

176011２ 経常収益 計

1

0

(単位：万円)
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お

わ

り

に

行
政
経
営
の
た
め
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
財
政
状
況
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
︑
よ
り

正
確
な
資
産
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
︑
財
政
の
健
全
性
を
維

持
す
る
手
段
と
し
て
財
務
諸
表
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
︒
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資
金
収
支
計
算
書

１
年
間
の
資
金
の
増
減
を
経
常

的
収
支
︑
資
本
的
収
支
︑
財
務
的

収
支
に
区
分
し
表
示
し
た
も
の
で

す
︒

(
イ
)
経
常
的
収
支
区
分

①
経
常
的
支
出
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的

に
支
出
さ
れ
る
も
の

(人
件
費
︑
物
件
費
︑
補
助
費
︑

扶
助
費
な
ど
︶

②
経
常
的
収
入
：
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
中
で
︑
毎
年
度
継
続
的

に
収
入
さ
れ
る
も
の

(市
税
︑
保
険
料
︑
使
用
料
︑
手

数
料
な
ど
︶

︵
ロ
︶
資
本
的
収
支
区
分

①
資
本
的
支
出
：
公
共
施
設
や
道

路
整
備
な
ど
の
資
産
形
成
︑
投

資
や
貸
付
金
な
ど
の
金
融
資
産

形
成
に
支
出
し
た
も
の

②
資
本
的
収
入
：
土
地
な
ど
の
固

定
資
産
の
売
却
収
入
な
ど

︵
ハ
︶
財
務
的
収
支
区
分

①
財
務
的
支
出
：
地
方
債
や
借
入

金
な
ど
利
子
や
元
本
の
償
還

②
財
務
的
収
入
：
地
方
債
や
借
入

金
の
収
入

Ｄ

問い合わせ 本庁 財政課 ☎４０・７０４０ ℻２６・５６６３

平成23年度では、一般会計

ベースで90億円、連結ベース

で60億円純資産が減少してお

り、年度末時点で、2,450億円

（一般会計）、3,539億円（連結）

になりました。

なお、財源変動額が、一般

会計ベースで12億円、連結ベ

ースで37億円増加しています

が、これは、将来に対する財

源の流入を意味しています。

また、発生主義による基礎的

財政収支に相当するものです。

資産形成充当財源は、一般

会計ベースで102億円、連結

ベースで97億円減少していま

すが、これは、固定資産の取

得額に比べて、減価償却等に

よる固定資産の価値の減少額

のほうが大きかったことが主

な要因です。

平成23年度は、一般会計ベー

スで４億円、連結ベースで３億

円増加しており、期末資金残高

は、一般会計ベースで27億円、

連結ベースで95億円になりまし

た。

基礎的財政収支は、公債費を

賄う財源となるものですが、普

通会計ベースで24億円、連結ベ

ースで57億円でした。

Ｃ 純資産変動計算書（平成23年４月１日から平成24年３月31日）

Ｄ 資金収支計算書（平成23年４月１日から平成24年３月31日）

対前年23年度22年度

連結会計一般会計
項 目

10(イ)財源変動の部＝(２調達−１使途)

△ 243,5993,623△ 182,5402,558Ⅰ 前期末残高

対前年23年度22年度

(１)純経常費用(純行政コスト)への

財源措置

111,6081,5970867867１ 財源の使途

103727212

312812576154(２)固定資産形成への財源措置

61,3251,319△ 12713725

11806464(４)そのほかの財源の使途

1363552924(３)長期金融資産形成への財源措置

329330(１)税収・社会保険料

211,6451,6242879877２ 財源の調達

1119

(３)そのほかの財源の調達

41,0051,001△ 19415434(２)補助金等の移転収入

△ 1432433△ 1

１ 固定資産の変動

△ 70△ 97△ 27△ 74△ 102△ 28(ロ)資産形成充当財源変動の部

1820819022135113

△ 92△ 14△ 311２ 長期金融資産の変動

△ 2△ 14△ 12△ 3△ 25△ 22

000(ハ)その他の純資産変動の部

△ 57△ 74△ 17△ 57△ 74△ 17３ 評価・換算差額等の変動

△ 11

240△ 24

Ⅱ 当期変動額合計＝(イ＋ロ＋ハ)

△ 603,5393,599△ 902,4502,540Ⅲ 当期末残高＝(Ⅰ＋Ⅱ)

△ 36△ 60△ 24△ 72△ 90△ 18

(単位：億円)

対前年23年度22年度

連結会計一般会計
項 目

699①経常的支出

△ 24174198△ 187997(イ)経常的収支区分（②収入−①支出）

対前年23年度22年度

(ロ)資本的収支区分（②収入−①支出）

△ 61,5821,588△ 22774796②経常的収入

181,4081,390△ 4695

4164160118978①資本的支出

11△ 117△ 1289△ 55△ 64

70△ 92433基礎的財政収支(イ＋ロ)

154732203414②資本的収入

107108①財務的支出

7△ 54△ 6113△ 20△ 33(ハ)財務的収支区分（②収入−①支出）

△ 1357

１ 当期資金収支(イ＋ロ＋ハ)

32157125128775②財務的収入

25211186△ 1

３ 期末資金残高(１＋２)

9928302323２ 期首資金残高

△ 639440

3959242723

(単位：億円)
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川上峡「乙
おつ

文
もん

殊
じゅ

宮
ぐう

」の合格祈願祭
通称「もいっさん」と呼ばれる、文殊菩薩を祭った神社

で、上宮（奥院）と下宮があり、建立数百年といわれてい

ます。「乙」はすぐれた知恵を意味し、字が上手になり、ま

た入学試験や就職試験に合格するために知恵を授ける神と

して、広く県内外にわたって信仰されています。

《合格祈願祭》

■日時 １月３日㈭ 11時〜（受け付け10時30分）

■場所 乙文殊本堂 下宮（大和町梅野）

■駐車場 十可苑駐車場（乙文殊北側）

■祈願料 3,000円〜

◎問い合わせ 上都渡城自治会（山﨑) ☎62・0641

新
に

北
きた

神社のビャクシン
諸富町の新北神社の境内にある樹齢推定2200年の「ビャ

クシン」（ヒノキ科の針葉樹の一種）。本来、この種の樹木

は温暖な地域に分布するもので、秦の始皇帝の命を受け不

老不死の薬を求め、海を越えて来た徐福のふるさと江南地

方には自生した「ビャクシン」が多く見られ、徐福が種を

植えたとの言い伝えも残っています。この木は竜が大空に

昇っていくかのように伸びているのが特徴です。

■樹高20㍍、幹回り4.1㍍ 枝張り６㍍

◎問い合わせ 諸富支所 総務課

☎47･2132 ℻47・5736

三瀬で今もなお、語り継がれる戦国武将

神
くま

代
しろ

勝
かつ

利
とし

⑦
11月２日㈮に三瀬小・中学校で、校舎隣接型小中一貫教

育研究発表会が行われました。

10月に三瀬城址を訪れた中学１年生は、戦国時代という

下克上の渦中にあって、神代勝利侯が「なぜ今でも語り継

がれているのか、何が優れていたのか」多くの戦国武将と

比較しながら、グループに分かれて熱心に話し合い、自分

たちの思いを発表しました。

◎問い合わせ 三瀬支所 産業振興課 産業観光係

☎56・2111 ℻56･2912

古湯・熊の川温泉郷

『七草がゆと温泉を楽しむ会』
富士町で採れた七草で作る「おいしい七草がゆ」で無病

息災を願い、心も身体もあたたまる良質の「ぬる湯」で、

一年の始まりを家族、友人とゆっくり過ごしてみませんか。

■日時 １月７日㈪ 11時〜15時

■場所 古湯・熊の川温泉の各施設

■料金 大人2,000円、子ども1,000円

※要予約です。くわしくは富士町観光案内所へ問い合わせ

ください。

◎問い合わせ 富士町観光案内所（水曜休み)

☎51・8126 ℻51・8127

大 和大大大大大大大大大 和和和和和和和和和和和和
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佐賀市総合防災訓練開催
11月23日(金･祝)、震度７の地震と津波被害を想定した

佐賀市総合防災訓練に約900人が参加。高齢者等の災害弱

者は車イスやリヤカーを利用しながら、避難訓練を行いま

した。

会場では、災害派遣の要請を受けた自衛隊員や消防団員

が倒壊した家屋から被災者を救出して、応急救護所へ搬送

し、応急処置を行う訓練を披露しました。このほかＡＥＤ

を使った救急救命を学ぶコーナーがあり、緊急時の対応を

体験しました。

◎問い合わせ 東与賀支所 総務課

☎45・1021 ℻45・8023

日赤所蔵絵画展のギャラリートーク
佐野常民記念館では、佐野常民が創設した日本赤十字社

が所蔵するパブロ・ピカソの「アトリエの画家」など７点

の絵画を10月６日㈯から12月24日(月･祝)まで展示。11月

24日㈯には、佐賀女子短期大学学長の山田直行さんを講師

に迎え、展示作品に関するギャラリートークも開催しまし

た。

県内外から多くの人が、ピカソや東山魁夷などの絵の鑑

賞の仕方を美術の専門家から学び、大いに盛りあがりまし

た。

◎問い合わせ 佐野常民記念館

☎34・9455 ℻34・9465

キッズマート開催
11月30日㈮、佐賀駅南口で神野小学校５年生による「キ

ッズマート」が行われました。

冷たい風の吹くなか、準備した商品や手書きのプラカー

ドなどを持った子どもたちが「販売を行っています！」「ぜ

ひ見に来てください！」と大きな声で駅の周辺や構内を回

り、道行く人の笑顔を誘っていました。

商品の売れ行きも好調で、お昼過ぎにはほぼ完売。子ど

もたちの明るい笑顔があふれていました。

◎問い合わせ 本庁 商業振興課

☎40・7100 ℻26・6244

第39回久保田町文化祭
11月11日㈰久保田農村環境改善センターで「久保田町文

化祭」を開催しました。

オープニングは、思斉館中学部の吹奏楽部の演奏。子ど

もから大人までのサークル22団体が日頃練習した成果を披

露しました。

作品の展示やお茶席も設け、最後にお楽しみ抽選会も行

われ、文化芸術とのふれあいで一日楽しく過ごすことがで

きました。

◎問い合わせ 佐賀市文化連盟久保田支部

(事務局 久保田出張所教育課）

☎68・3611 ℻68・3293

大 和大大大大大大大大大 和和和和和和和和和和和和
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10

手
続
き
が
ま
だ
の
場
合
は
︑
申

込
書
を
受
け
取
り
︑
受
付
期
間
内

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
書
配
布
場
所

こ
ど
も
課

︵
本
庁
１
階
︶︑
各
支
所
保
健
福
祉

課
︑
ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
︑
ほ
ほ
え

み
館
︑
各
保
育
所
︵
園
︶

※
申
込
書
以
外
の
添
付
書
類
︑
保

育
所
入
所
申
込
の
て
び
き
は
︑

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

■
申
込
期
限

１
月

日
㈭

10

■
受
付
場
所

こ
ど
も
課
︑
各
支

所
保
健
福
祉
課

※
提
出
の
際
は
︑
で
き
る
だ
け
児

童
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
︑
公
正

な
方
法
で
選
考
︒
書
類
確
認
の

た
め
︑
期
限
に
余
裕
を
も
っ
て

提
出
く
だ
さ
い
︒

※
見
学
の
希
望
者
は
︑
事
前
に
各

園
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

こ
ど
も
課

保
育
幼
稚
園
係

☎

・
７
２
８
６

40
℻

・
７
３
９
５

40

高
齢
者
の
日
常
生
活
用
具

購
入
時
に
給
付
を
し
ま
す

■
対
象

次
の
条
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

・
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

歳
以

65

上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

・
所
得
税
非
課
税
世
帯

・
身
体
機
能
の
低
下
や
︑
認
知
症

に
よ
る
も
の
忘
れ
な
ど
で
火
気

の
取
り
扱
い
に
不
安
が
あ
る
人

※
対
象
者
は
︑
訪
問
・
聞
き
取
り

調
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
︒

■
給
付
内
容

・
電
磁
調
理
器

１
台

限
度
額

２
０
︐
０
０
０
円

・
火
災
警
報
器

２
台

１
台
に
つ
き
限
度
額

１
０
︐
０
０
０
円

・
自
動
消
火
器

１
台

限
度
額

３
０
︐
０
０
０
円

※
用
具
の
代
金
が
限
度
額
以
内
の

場
合
は
無
料
︒
限
度
額
を
超
過

し
た
分
は
自
己
負
担
で
す
︒

※
申
込
方
法
な
ど
︑
く
わ
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁

高
齢
福
祉
課

長
寿
推
進
係

☎

・
７
２
５
３

40
℻

・
７
３
９
３

40

26市報さが 平成25年１月１日号※広告内容についての責任は広告主に帰属します。掲載の問い合わせは㈱西広 佐賀支社 ☎0952・24・4278

ご

案

内

ご

案

内

イ
ベ
ン
ト

審
議
会
等
の
開
催

そ

の

他

募

集

■
対
象

就
労
な
ど
に
よ
り
︑
放

課
後
に
保
護
者
が
い
な
い
こ
と
が

常
態
で
あ
る
家
庭
の
児
童
で
︑
平

成

年
度
に
市
内
に
居
住
ま
た
は
︑

25
市
内
小
学
校
の
１
～
３
年
生
に
在

学
す
る
児
童

■
開
設
日
・
時
間

・
学
校
開
校
日

月
～
金

(放
課
後
～

時

分
︶

18

30

・
長
期
休
業
中

月
～
金

(８
時

分
～

時

分
︶

30

18

30

・
土
曜

８
時

分
～

時

30

17

※
日
曜
︑
祝
日
︑
盆
︵
８
月

日
13

～

日
︶︑
年
末
年
始
︵

月

15

12

29

日
～
１
月
３
日
︶
ほ
か
︑
施
設

の
状
況
な
ど
に
よ
り
臨
時
に
お

休
み
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

※
利
用
日
・
時
間
帯
に
よ
り
利
用

料
の
負
担
が
発
生
し
ま
す
︒

く
わ
し
く
は
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

■
対
象
児
童
ク
ラ
ブ

︻
運
営
協
議
会
実
施
】

高
木
瀬
︑

鍋
島
︑
開
成
︑
神
野
︑
兵
庫

︵
５
児
童
ク
ラ
ブ
︶

︻
市
直
営
︼

勧
興
︑
循
誘
︑
日
新
︑

赤
松
︑
西
与
賀
︑
嘉
瀬
︑
巨
勢
︑

北
川
副
︑
本
庄
︑
金
立
︑
久
保
泉
︑

蓮
池
︑
新
栄
︑
若
楠
︑
諸
富
北
︑

諸
富
南
︑
春
日
︑
川
上
︑
春
日
北
︑

富
士
︑
北
山
︑
久
保
田
︑
東
与
賀

︵

児
童
ク
ラ
ブ
︶

23

■
受
付
場
所

︻
窓
口
受
付
︼

本
庁
こ
ど
も
課

︵
１
階
１
・
２
番
窓
口
︶︑
諸
富
支

所
教
育
課
︑
富
士
︑
久
保
田
︑
東

与
賀
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

※
申
込
書
類
は
受
付
場
所
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

︻
郵
送
受
付
︼

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
教
育
委
員
会

こ
ど
も

課

子
育
て
支
援
係

宛

■
受
付
期
間

１
月
４
日
㈮
～

日
㈭

時

当
日
消
印
有
効

31

17

※
申
込
人
員
が
過
剰
と
な
っ
た
場

合
は
︑﹃
待
機
﹄
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

※
入
会
決
定
は
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
受
付
期
間
内
申
込
者

の
入
会
決
定
後
︑
受
け
入
れ
に

余
裕
の
あ
る
ク
ラ
ブ
は
随
時
受

け
付
け
も
行
い
ま
す
︒

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
受
付

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

こ
ど
も
課

子
育
て
支
援
係

☎

・
７
２
８
５

40
℻

・
７
３
９
５

40

平
成

年
度

25



２
０
１
３
年

佐
賀
市
成
人
式

旧
市
町
村
別
の
８
会
場
で
開
催

し
ま
す
︒

■
期
日

１
月

日
㈰

13

※
﹁
成
人
の
日
﹂
の
前
日

■
対
象

平
成
４
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

︻
参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ
︼

・
各
会
場
と
も
︑
市
外
在
住
で
案

内
状
を
持
た
な
い
新
成
人
も
参

加
で
き
ま
す
︒
当
日
︑
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
︒

・
車
い
す
な
ど
で
参
加
す
る
人
は
︑

事
前
に
青
少
年
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

・
佐
賀
会
場
で
は
︑
託
児
を
行
い

ま
す
︵
無
料
︶︒
当
日
︑
受
け
付

け
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

・
各
会
場
の
場
所
や
開
始
時
間
な

ど
は
︑
案
内
状
︑
市
報
さ
が
12

月
１
日
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
︒

・
飲
酒
後
の
来
場
は
固
く
お
断
り

し
ま
す
︒
酒
類
の
持
ち
込
み
や

会
場
で
の
飲
酒
も
禁
止
し
ま
す
︒

■
感
謝
の
手
紙
コ
ー
ナ
ー

各
会
場
内
に
﹁
感
謝
の
手
紙
コ

ー
ナ
ー
﹂
を
設
置
し
ま
す
︒

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
手
紙
で
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

青
少
年
課

☎

・
２
３
３
１

24
℻

・
２
３
３
２

24
母
子
手
帳

歳
の
記
念
に

親
か
ら
子
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

20

■
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

歳
の
記
念
に
︑
皆
さ
ん
が
お

20
腹
に
い
る
時
か
ら
の
成
長
の
記
録

が
書
か
れ
て
い
る
母
子
手
帳
を
受

け
取
り
︑
こ
れ
ま
で
大
切
に
育
て

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
︑
こ

れ
か
ら
は
一
人
の
大
人
と
し
て
自

分
の
健
康
管
理
は
自
分
が
主
体
と

な
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
︒

■
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ

母
子
手
帳
を
活
用
し
て
い
ま
す

か
？お

子
さ
ん
の
成
長
・
健
康
に
関

す
る
記
録
を
母
子
手
帳
に
残
し
︑

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
帳
を
作
り
あ
げ

ま
し
ょ
う
︒
そ
し
て
︑
成
人
の
記

念
に

年
分
の
お
め
で
と
う
の
気

20

持
ち
を
込
め
て
母
子
手
帳
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
︑
健
康
管
理
を
引
き
継

ぎ
ま
し
ょ
う
︒

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

母
子
保
健
係

(ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
２

40
℻

・
０
１
１
５

30
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
確
認
票
を
送
付

確
定
申
告
等
に
使
用
す
る
た
め

に
︑
平
成

年
中
に
納
付
さ
れ
た

24

保
険
税
︵
料
︶
の
﹁
納
付
確
認
票
﹂

を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
︒

■
納
付
書
払
い
・
口
座
振
替

(
普
通
徴
収
︶
の
場
合

｢納
付
確
認
票
﹂
の
普
通
徴
収

欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額
を
︑
日

本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金
保
険
者

か
ら
送
付
さ
れ
る
﹁
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
﹂
に
記
載
さ
れ
て

い
る
﹁
社
会
保
険
料
の
金
額
﹂
と

合
算
し
て
申
告
く
だ
さ
い
︒

■
年
金
天
引
き
︵
特
別
徴
収
︶
の

場
合

日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金
保

険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
﹁
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
﹂
に
記
載
さ

れ
て
い
る﹁
社
会
保
険
料
の
金
額
﹂

欄
に
︑﹁
納
付
確
認
票
﹂
の
特
別
徴

収
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
税

︵
料
︶
の
額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒

普
通
徴
収
で
納
付
さ
れ
た
保
険

税
︵
料
︶
や
還
付
を
受
け
た
保
険

税
︵
料
︶
が
な
け
れ
ば
︑
申
告
書

に
﹁
納
付
確
認
票
﹂
を
添
付
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

※
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
た
保
険

税
︵
料
︶
は
︑
特
別
徴
収
さ
れ

た
本
人
の
み
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
で
き
ま
す
︒

※

月
下
旬
に
保
険
税
︵
料
︶
を

12納
付
さ
れ
た
場
合
︑﹁
納
付
確

認
票
﹂
記
載
額
と
実
際
の
納
付

額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

そ
の
際
は
︑
領
収
書
を
確
認
の

上
︑
実
際
に
納
付
し
た
額
で
申

告
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

(国
民
健
康
保
険
税
︶

国
保
税
二
係

☎

・
７
２
７
３

40
℻

・
７
３
９
０

40

(後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
︶

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎

・
７
２
７
４

40
℻

・
７
３
９
０

40
ま
た
は
︑
各
支
所
保
健
福
祉
課

27
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集



佐
賀
市
立
公
民
館

館
長
募
集

■
応
募
資
格

市
内
に
居
住
し
︑
公
民
館
活
動

に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

■
募
集
人
員

人
︵
赤
松
︑
神

12

野
︑
兵
庫
︑
高
木
瀬
︑
北
川
副
︑

本
庄
︑
鍋
島
︑
蓮
池
︑
若
楠
︑
開

成
︑
中
川
副
︑
大
詫
間
︑
各
１
人
︶

■
職
務
内
容

公
民
館
の
管
理
運

営
全
般
︑
公
民
館
を
中
心
と
し
た

社
会
教
育
･生
涯
学
習
の
推
進︵
主

催
事
業
の
企
画
・
運
営
な
ど
︶︑
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

■
委
嘱
期
間

平
成

年
４
月
１

25

日
～
平
成

年
３
月

日

27

31

■
従
事
形
態
お
よ
び
報
酬

①
赤
松
︑
神
野
︑
兵
庫
︑
高
木
瀬
︑

北
川
副
︑
本
庄
︑
鍋
島
︑
蓮
池
︑

若
楠
︑
開
成
公
民
館

・
原
則
月
～
金
︵
状
況
に
よ
り
土
･

日
･祝
日
︑
夜
間
従
事
あ
り
︶

・
報
酬

月
額
１
７
１
︐
０
０
０

円
︵
各
種
保
険
︑
手
当
等
な
し
︶

②
中
川
副
︑
大
詫
間
公
民
館

・
９
時
～

時
︒
月
～
土
曜

週

17

時
間
勤
務
︒
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

30ン
勤
務
︒

・
報
酬

月
額
１
２
４
︐
０
０
０

円
︵
各
種
保
険
あ
り
︶

■
申
込
方
法

応
募
用
紙
を
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
︒

応
募
用
紙
は
︑
社
会
教
育
課
︑

各
出
張
所
教
育
課
︑
各
校
区
公
民

館
で
配
布
︒
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
︒

■
申
込
期
間

１
月
４
日
㈮
～
18

日
㈮
必
着

土
・
日
・
祝
日
を
除

く
８
時

分
～

時

30

17

■
選
考
方
法

作
文
お
よ
び
面
接

■
試
験
日

・
作
文
試
験

１
月

日
㈰
予
定

27

・
面
接
試
験

２
月

日
(月
･祝
)予
定

11

※
時
間
と
場
所
は
︑
受
付
後
お
知

ら
せ
し
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−
０
８
１
１

佐
賀
市
大
財
三
丁
目

番

号

11

21

佐
賀
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

庶
務
係

(大
財
別
館
２
階
︶

☎

・
７
３
６
５

40
佐
賀
市
と
ア
メ
リ
カ
・

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

姉
妹
都
市
締
結

周
年

市
民
訪
問
団
員
募
集
25

■
参
加
条
件

市
内
居
住
の
満
18

歳
以
上
︵
高
校
生
不
可
︶
で
︑
１

家
庭
か
ら
２
人
ま
で
応
募
可

■
期
間

４
月

日
㈬
～

日
㈫

10

16

○
行
程
表

・
４
月

日
㈬

10

成
田
空
港
か
ら
出
国
↓

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
市
内
視
察
︶

・
４
月

日
㈭

11

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
↓

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

(姉
妹
都
市
交
流
︶

・
４
月

日
㈮

12

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

(姉
妹
都
市
交
流
︶

・
４
月

日
㈯

13

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市

(姉
妹
都
市
交
流
︶

・
４
月

日
㈰

14

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
↓

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

(市
内
視
察
︶

・
４
月

日
㈪

15

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
↓

ダ
レ
ス
空
港
か
ら
帰
国

・
４
月

日
㈫

帰
国

16

■
募
集
人
数

人
20

■
参
加
料

万
円
程
度

20

■
申
込
期
限

１
月

日
㈮

25

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
に
必
要
な

諸
経
費
や
︑
海
外
旅
行
保
険
料

な
ど
は
参
加
者
負
担
で
す
︒

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
︑
後
日
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
︒
団
員
確
定
後
︑
説
明

会
を
行
う
予
定
で
す
︒

※
申
込
方
法
な
ど
︑
く
わ
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎

・
０
３
２
２

29
放
送
大
学

平
成

年
度

第
１
学
期
(４
月
生
)募
集

25

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
︒

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
︑
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
︒

資
料
を
無
料
配
布
中
︒
く
わ
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

■
出
願
期
限

２
月

日
㈭

28

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
可
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

☎

・
３
３
０
８

22
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嘉
瀬
川
交
流
塾

第

回

災
害
に
備
え
る
④

佐
賀
で
地
震
が
起
こ
っ
た
ら

︱
軟
弱
地
盤
免
震
︱

10

佐
賀
平
野
で
も
直
下
型
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
︑

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
は
起
こ
っ

て
い
ま
せ
ん
︒

佐
賀
平
野
で
の
地
震
と
﹁
軟
弱

地
盤
免
震
﹂
に
つ
い
て
考
え
ま
す
︒

■
日
時

１
月

日
㈯

19
時

分
～

時

13

30

15

■
場
所

嘉
瀬
川
防
災
施
設
さ
が

水
も
の
が
た
り
館
︵
大
和
町
︶

■
講
師

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

館
長

荒
牧

軍
治
さ
ん

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
直
接
︑
連

絡
く
だ
さ
い
︒
(月
曜
休
館
︶

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

☎

・
１
２
７
７

62
℻

・
１
２
８
７

62
第
９
回
じ
ゅ
ん
ゆ
う

お
ひ
な
さ
ま
文
芸
賞

作
品
募
集

春
や
お
ひ
な
さ
ま
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
︑
俳
句
・
川
柳
・
一
行

詩
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒

応
募
作
品
は
全
て
手
作
り
の
短
冊

に
し
て﹁
佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り
﹂

の
会
場
周
辺
に
展
示
し
ま
す
︒
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
︒

■
展
示
期
間

２
月

日
㈯
～

16

３
月

日
(水
･祝
)

20

■
部
門

俳
句
︑
川
柳
︑
一
行
詩

の
３
部
門

■
応
募
方
法

作
品
︑
住
所
︑
氏

名
︵
ふ
り
が
な
︶︑
年
齢
︵
学
年
︶︑

電
話
番
号
を
︑
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
書
い
て
送
付
く
だ
さ
い
︒

■
応
募
期
限

１
月

日
㈮

11

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
︑

ま
た
︑
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
︒

※
２
月
中
旬
優
秀
作
品
を
選
考
︑

各
受
賞
者
に
通
知
し
︑
３
月
上

旬
に
表
彰
し
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
２
１

佐
賀
市
東
佐
賀
町

番
２
号

12

︵
佐
賀
市
立
循
誘
公
民
館
内
︶

｢じ
ゅ
ん
ゆ
う
・
お
ひ
な
さ
ま

文
芸
賞
実
行
委
員
会
﹂
事
務
局

☎
／
℻

・
３
７
５
９

23

第

回
市
民
糖
尿
病
教
室

97

■
日
時

２
月
２
日
㈯

時

分
～

時

分

11

30

13

30

■
場
所

佐
賀
市
医
師
会
立
看
護

専
門
学
校
︵
新
中
町
︶

■
内
容

・
白
石
共
立
病
院

管
理
栄
養
士

東
島
直
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

時

分
～

11

35

﹁
糖
尿
病
の
食
事
療
法
に
つ
い
て
﹂

～
自
分
に
合
っ
た
量
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
～

・
お
弁
当
の
試
食

時
～

時

12

13

試
食
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
別
に
管

理
栄
養
士
が
指
導
し
ま
す
︒

・
ま
と
め
の
お
話
︵
東
島
さ
ん
︶

時
～

13
・
糖
尿
病
モ
デ
ル
食
の
展
示

お
よ
び
食
事
療
法
指
導

■
入
場
料

無
料

※
お
弁
当
︵
６
０
０
円
︶
の
試
食

に
は
︑
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︒

申
込
期
限
は
１
月

日
㈪
で
す
︒

28

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
医
師
会
内

健
康
増
進
佐
賀
市
民
会
議

☎

・
１
４
１
４

31
℻

・
４
６
０
７

30
職
業
訓
練
受
講
生

︵
３
月
期
︶
募
集

■
募
集
訓
練
科
名

電
気
制
御
技
術
科
︵

人
︶

15

■
受
講
料

無
料

■
訓
練
期
間

６
ヵ
月

３
月
１
日
㈮
～
８
月

日
㈮

30

■
筆
記
試
験

２
月
７
日
㈭

■
面
接
日

２
月

日
㈭

14

■
対
象

新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

求
職
者
で
︑
受
講
意
欲
が
あ
り
公

共
職
業
安
定
所
長
よ
り
受
講
指
示

ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
た
︑
お

お
む
ね

歳
未
満
︒

40

■
申
込
方
法

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で

相
談
の
上
︑
応
募
書
類
を
提
出
く

だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

２
月
１
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

(兵
庫
町
若
宮
︶

☎

・
９
５
１
６

26

29

お し らせ
information
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サ
ガ
・
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
は
佐

賀
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︑
ミ
ヤ

ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
と
一
緒
に
サ

ガ
・
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
未

来
図
を
描
き
︑
ひ
と
つ
の
オ
ブ
ジ

ェ
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
︒

み
ん
な
で
未
来
図
を
作
り
出
し

ま
し
ょ
う
︒

■
日
時

１
月

日
㈰

13
時
15

■
場
所

唐
人
町
街
か
ど
広
場

■
最
寄
り
市
営
バ
ス
停

唐
人
町

◎
問
い
合
わ
せ

サ
ガ
・
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局

(商
業
振
興
課
内
︶

☎

・
７
１
０
０

40

ワ
ン
ワ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

飼
い
主
と
飼
い
犬
が
楽
し
み
な

が
ら
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
︑

マ
ナ
ー
を
習
得
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
︒
愛
犬
と
一
緒
に
参
加

く
だ
さ
い
︒

参
加
無
料
︑
申
込
不
要
で
す
︒

■
日
時

１
月

日
㈰

20
時

分
～

時

分

10

30

15

30

■
場
所

鍋
島
低
床
公
園

(鍋
島
１
丁
目

番
︶

11

※
鍋
島
中
か
ら
東
へ
１
５
０
㍍

■
内
容

・
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る

｢デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ
の
実
演
﹂

・
家
庭
犬
と
飼
い
主
を
対
象
と
し

た
認
定
試
験
﹁
Ｇ
Ｃ
Ｔ
﹂
の
模

範
演
技
︒

・
飼
い
主
と
愛
犬
で
参
加
す
る

｢ワ
ン
コ
と
ゲ
ー
ム
﹂

・
ド
ッ
グ
カ
フ
ェ
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
動
物
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

・
愛
犬
い
ろ
い
ろ
掲
示
板

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

環
境
課

生
活
環
境
係

☎

・
７
２
０
０

40
℻

・
５
９
０
１

26

初
風
呂
は
鵆

ち
ど
り

の
湯
で

鵆
の
湯
は
︑
お
正
月
も
休
ま
ず

営
業
し
て
い
ま
す
︒

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
︵
毎
週

火
・
木
︶
の
ほ
か
︑
新
春
に
ち
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
︒
ま
た
︑

富
嶽
三
十
六
景
を
模
し
た
赤
富
士

な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

■
営
業
時
間

時
～

時

10

22

■
入
館
料

・
高
校
生
以
上

５
０
０
円

・
６
歳
以
上

３
０
０
円

■
休
館
日

毎
月
第
３
木
曜

︵
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
鵆
の
湯

☎

・
２
３
８
８

64
℻

・
２
３
９
０

64

第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

農
地
部
会

88

■
日
時

１
月

日
㈮

18
時

分
～

13

30

■
場
所

本
庁
３
階
第
１
会
議
室

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着
５
人

■
傍
聴
手
続
き

農
業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係

☎

・
７
３
４
１

40
℻

・
７
３
９
１

40
第

回
佐
賀
市
農
業

委
員
会

振
興
部
会

71

■
日
時

１
月

日
㈮

18
時

分
～

13

30

■
場
所

ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創

世

佐
賀
︵
神
野
東
︶

■
傍
聴
者
の
定
員

先
着

５
人

■
傍
聴
手
続
き

前
日
の

時
ま

17

で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
で
傍
聴

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

振
興
係

☎

・
７
３
４
２

40
℻

・
７
３
９
１

40

30

イ
ベ
ン
ト
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介
護
ベ
ッ
ド
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
︵
サ
イ

ド
レ
ー
ル
な
ど
︶
に
よ
る
死
亡
・

重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒

危
険
な
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
︑
正
し
い
使
い
方
で
︑

未
然
に
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
︒

く
わ
し
く
は
︑
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
︶

☎

・
７
０
８
６

40
℻

・
２
０
５
０

40
循
環
型
社
会
を
作
る
た
め
に

家
電
４
品
目
は
﹁
正
し
く
﹂

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

家
電
４
品
目
は
︑
金
属
・
ガ
ラ

ス
な
ど
の
有
用
な
資
源
の
ほ
か
︑

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖
化

を
引
き
起
こ
す
フ
ロ
ン
や
鉛
な
ど

の
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
る
た
め
︑

法
律
に
基
づ
い
た
適
切
な
リ
サ
イ

ク
ル
が
必
要
で
す
︒

■
家
電
４
品
目
と
は

・
エ
ア
コ
ン
︵
室
外
機
含
む
︶

・
テ
レ
ビ
︵
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
・
液

晶
式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
︶

・
洗
濯
機
や
衣
類
乾
燥
機

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

■
処
分
方
法
・
手
続
き

処
分
に
は
３
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
︒

○
家
電
小
売
店
に

引
き
取
り
を
依
頼
す
る

・
新
品
と
の
買
い
替
え
の
場
合

新
し
い
商
品
を
購
入
す
る
店
舗

に
引
き
取
り
を
申
し
込
み
ま
し
ょ

う
︒

・
古
く
な
っ
て
処
分
だ
け
行
い
た

い
場
合

購
入
店
が
分
か
っ
て
い
る
場
合

は
︑
購
入
店
に
引
き
取
り
を
申
し

込
み
ま
し
ょ
う
︒

※
購
入
店
が
不
明
な
場
合
な
ど
は
︑

最
寄
り
の
小
売
店
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
︒

○
指
定
引
取
場
所
に
直
接
搬
入

・
手
順

①
処
分
す
る
家
電
品
の
メ
ー
カ
ー
︑

サ
イ
ズ
を
確
認
し
︑
該
当
す
る

﹁
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
﹂
を
最

寄
り
の
郵
便
局
で
購
入
す
る
︒

②
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
﹁
⑤
現

品
貼
付
用
片
﹂
の
所
定
の
位
置

に
︑
郵
便
局
の
日
付
印
が
押
印

さ
れ
た
﹁
振
替
払
込
受
付
証
明

書
﹂
を
貼
付
す
る
︒

③
指
定
引
取
場
所
へ
﹁
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
﹂
と
処
分
す
る
﹁
家

電
品
﹂
を
持
ち
込
む
︒

《
市
内
に
あ
る
指
定
引
取
場
所
︾

九
州
産
交
運
輸
株
式
会
社

佐
賀
セ
ン
タ
ー

(鍋
島
町
大
字
森
田
︶

☎

・
６
１
３
１

32
受
付
時
間
：
９
時
～

時
17

(

時
～

時
を
除
く
︶

12

13

休
み
⁝
日
曜
・
祝
日

○
佐
賀
市
に
依
頼
す
る

処
分
方
法
に
つ
い
て
は
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
︑
各
支
所
の
環
境
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

■
処
分
費
用

処
分
費
用
に
は
﹁
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
﹂
と
︑
小
売
店
や
市
が
指
定

引
取
場
所
ま
で
運
ぶ
﹁
収
集
運
搬

料
金
﹂
が
必
要
で
す
︒

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
︵
目
安
︶

・
エ
ア
コ
ン

２
︐
１
０
０
円

・
テ
レ
ビ

型
以
下

１
︐
７
８
５
円

15
型
以
上

２
︐
８
３
５
円

16
・
洗
濯
機
︑
衣
類
乾
燥
機

２
︐
５
２
０
円

・
冷
蔵
庫
︑
冷
凍
庫

１
７
０
㍑
以
下
３
︐
７
８
０
円

１
７
１
㍑
以
上
４
︐
８
３
０
円

※
メ
ー
カ
ー
別
の
詳
細
は
︑
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
︒

※
小
売
店
や
市
に
依
頼
す
る
場
合

は
﹁
収
集
運
搬
料
金
﹂
が
別
途

必
要
で
す
︒
く
わ
し
い
料
金
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

自
分
で
直
接
指
定
引
取
場
所
に

搬
入
す
る
場
合
は
不
要
で
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

循
環
型
社
会
推
進
課

３
Ｒ
推
進
係

(佐
賀
市
清
掃
工
場
内
︶

☎

・
２
４
３
０

30
℻

・
２
４
９
４

30

31

お し らせ
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そ
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他
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ご

案

内

イ
ベ
ン
ト

審
議
会
等
の
開
催

そ

の

他

募

集

家
電
４
品
目
の
処
分
時
に

注
意
す
る
こ
と

不
用
と
な
っ
た
家
電
４
品
目

を
処
分
す
る
と
き
は
︑
違
法
な

不
用
品
回
収
業
者
に
絶
対
渡
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
︒

深
刻
な
環
境
汚
染
を
引
き
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
︒
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■開催時間 10時〜12時 ■場所 城東保育所

(受け付け ９時30分〜) ※育児相談は随時受付

わくわくサロン

赤ちゃんサロン16日㈬

内 容 対象年齢

１歳３カ月未満

９日㈬

おふろだ・おふろだ赤ちゃんサロン23日㈬

期 日

全年齢みんなの発表会みんなの広場21日㈪

１歳３カ月以上

全年齢

１歳３カ月以上

たこたこあがれわくわくサロン

グリンピース・ほほえみ館 受付10：15∼

お正月を楽しもう

28日㈪

15日㈫

１歳３カ月未満あけましておめでとう

１月の城東保育所子育てサロン １月の佐賀市社会福祉協議会のサロン

☆サロン日程（自由参加）

時間①10:00〜 ②10:30〜 ③13:00〜 ④13:30〜

10日㈭①

ベビーマッサージ
②１歳未満児
③１歳児以上

18日㈮②

よかっこ広場

９日㈬②

30日㈬①

よかっこ広場
要予約☎45・8022

16日㈬②
③

サロン名 内 容 場所

エコバッグ作り
みつせスマイル
キッズ

三瀬

ぐんぐん金曜日

みそを作ろう

７日㈪②

２月４日
㈪②

９日㈬②

みつせスマイル
キッズ

♪音と遊ぼう♪

東与賀

21日㈪①

布遊具でふれあいを

期日

東与賀

むつごろう広場

ぐんぐん金曜日

布おもちゃの
サロン

25日㈮②

大和

諸富
かがみびらき
（参加料 １家族100円）

富士

かすたねっと
サロン

カレンダー作り

25日㈮②

むつごろう広場

三瀬

音と遊びましょう

ふじっこサークル９日㈬②

運動でリフレッシュ！

大和

のびのびタイム８日㈫②

富士

布遊具で遊ぼうまほろば広場

布遊具で遊ぼう

16日㈬④

お面作り

諸富
アンパンマン体操、
小麦粉粘土

にこにこ広場

パソコン教室

16日㈬②

お正月を楽しもう！

わらべ歌と絵本を紹介：
ママ友を作ろう
(対象：１歳未満児）

なかよし広場

ほほえ
み館

21日㈪②

赤ちゃん広場８日㈫②

富士

布遊具で遊ぼう

手作り布おもちゃを使って
遊ぼう

富士

ベビーマッサージわらべうたサロン15日㈫②

ほほえ
み館

東与賀

諸富

手遊び歌でふれあいをよかっこ広場23日㈬①

久保田

諸富

ほほえ
み館

たのしい童話むつごろう広場28日㈪④

諸富絵本を楽しみましょう絵本の広場11日㈮②

富士

※子育てに関する悩み相談は随時受け付けています。
◎問い合わせ
佐賀市社会福祉協議会地域子育て支援センター
☎34・8211

※三瀬、久保田、東与賀は各保健センターで行います。

富士支所庁舎内
月曜∼金曜
10:00∼16:00

場 所 日 時

富士ふれあいるーむ

大和まほろば広場

名 称

毎週水曜
10:30∼15:30

大和老人福祉センター

火曜∼土曜
10:00∼16:00

佐賀市産業振興会館内諸富ふれあい広場

※お茶とおしぼりを持参ください。
■申込方法 電話で申し込みください。(複数参加可）
◎申し込み・問い合わせ

市立城東保育所 子育てサロン係 ☎40・0415

■開催時間 10時〜12時 ■対象年齢 就学前まで

１月の川原保育所子育てサロン

鍋島児童クラブ館(鍋島小学校内）

開成児童クラブ館(開成小学校内)18日㈮

開成児童クラブ館(開成小学校内)

28日㈪

もうすぐ春ですね
２月
１日㈮

あけまして

おめでとう！

お正月を

楽しもう

内 容期 日 場 所

15日㈫

中央児童センター16日㈬

巨勢地域ふれあい館(巨勢小学校内)

高木瀬児童クラブ館(高木瀬小学校内）

17日㈭

22日㈫

兵庫児童クラブ館(兵庫小学校内）

※１月９日㈬は育児相談（中央児童センター）に出向き
ます。
※お茶を持参ください。くわしい場所や内容は、問い合
わせください。申し込み不要、当日自由参加です。
◎問い合わせ

市立川原保育所内「川原保育所子育て支援センター｣
(川原町４番44号 ☎41・8320）

住所・保護者名・お子さんの名前（ふりがな）と年

齢・電話番号・簡単なコメントを書いて、〒840-8501

佐賀市役所 秘書課 広報係まで郵送ください。

☎40・7021

※到着月から２カ月後以降の市報に順次掲載。

こども写真募集中 (対象：就学前まで)

相良 蒼
そう

汰
た

くん(２歳)

(北川副町)

お誕生日おめでとう‼あっという間
に２歳だね♡とってもやんちゃ坊主
な我が家のムードメーカーです☆☆

片岡 将
しょう

大
た

くん(２歳)

(大和町)

おたんじょうび おめでとう
初めてママと呼んでくれた日忘れ
ないよありがとう。

北村 咲
さ

稀
き

ちゃん(４歳)

(久保田町)

お姉ちゃんになって、食事の手伝
いもしたがり、女の子だなあ…と
思います。
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若楠にこにこ赤ちゃん（若楠公民館）

サークル名（場所) テ ー マ

赤ちゃん広場（ほほえみ館）18日㈮

10日㈭

※若葉保育所が出向

きます

期日

高木瀬赤ちゃんサロン（高木瀬公民館）16日㈬

こんにちは赤ちゃん！

目と目をあわせ、

心と心を合わせて

ふれあいましょう。

○市内各公民館では、サロンや自主サークルが毎月行われています。今月は下記の子育てサークルに出向きます。

○保育士・保健師が、いつも:ひろば<にいますので、子育てに関する悩み・相談は、いつでもどうぞ。

(毎週火曜・祝日は、休館)

１月のゆめ・ぽけっと子育てサークル支援

◎問い合わせ 佐賀市子育て支援センター｢ゆめ・ぽけっと」 ☎40・7287 サークル問い合わせ ☎40・7389

今年もよろしく！

冬の遊びを

楽しみましょう。

サークル名（場所) テ ー マ

子育てサロンひょうご（兵庫公民館）18日㈮

赤松子育てサロン（赤松公民館）

高木瀬あいあいサークル（高木瀬公民館）24日㈭

９日㈬

神野カンガルー（神野公民館）23日㈬

鍋島おほほ（鍋島公民館）15日㈫

期日

１月の私立保育園子育てサロン

子育てに関する悩み相談随 時

園長講演「とんちゃん流魔法の言葉かけ∼part ①」９日㈬10:00∼12:00

子育てワーク「親子で楽しく作ろう」30日㈬10:00∼12:00

内 容日 時

園長講演「とんちゃん流魔法の言葉かけ∼part ②」16日㈬10:00∼12:00

小部保育園子育て支援『こべっこ子育てワーク』
☎29・9595（要事前申込)

※前週の金曜日までに申し込みください。

開成保育園子育てサロン『えだまめ』 ☎36・6114

（３日前までに申込)

たこ作りをする22日㈫10:00∼

赤鬼、青鬼どんな鬼ができるかな29日㈫10:00∼

育児相談（専用ダイヤル）☎32・5343随 時

楽器に触れリズム遊びを楽しんでみよう15日㈫10:00∼

赤ちゃんの部屋８日㈫10:00∼

内 容日 時

巨勢保育園子育てサロン『たんぽぽ』 ☎26・4247

(要事前申込)

「もうすぐ節分…鬼は外、福は内」30日㈬10:00∼

「赤ちゃんの部屋」16日㈬10:00∼

「みんなで楽しむ参加型コンサート」（スウィムバンドに
よる）※赤ちゃんの部屋も参加できます。

23日㈬10:00∼

育児に関する悩み相談随 時

「お正月あそびを楽しもう」９日㈬10:00∼

内 容日 時

11日㈮10:00∼

城西保育園「Salon de おにがしま」（月∼金 10:00∼15:00)
いつでもお気軽にどうぞ！

随 時

中央児童センター（当日受付）
子育てサロン「ももたろうキッズ」
『こどもは風の子』

９日㈬10:30∼

北部児童センター（当日受付）
子育てサロン「ももたろうキッズ」
『こどもは風の子』

16日㈬10:30∼

市立図書館 おはなしの部屋
おはなしポケット
絵本・紙芝居・シアターなど

10日㈭15:00∼

場 所内 容日 時

城西保育園
15日㈫９時から電話受付

子育てサロン「おにがしま」
『おにがしまはどこだ？』

25日㈮10:00∼

城西保育園（対象：１歳６カ月未満）
４日㈮９時から電話受付

赤ちゃんサロン「きびだんご」
『ふわふわむぎゅ∼』

城西保育園Kosodate Room『ももたろう』 ☎24・2881

℻26・3953

※10日㈭本庄ままごっとん Baby へ。24日㈭西与賀子育てサロンに出向きます。

あおぞら保育園子育てサロン『あおぞら』 ☎30・7372

(要事前申込)

子育てに関する悩み相談随 時

☆毎回おはなし会中心です。親子で絵本の楽しさを体感

しませんか？

☆対象年齢 生後６カ月以上未就園児

☆おはなし会後、いろんな遊びをしますので、タオル・

着替えは持参ください。

23日㈬10:00∼

２月６日㈬
10:00∼

16日㈬10:00∼

30日㈬10:00∼

内 容日 時

※１月７日㈪から電話で受け付け。親子とも、汚れてもいい服で参加ください。

赤ちゃんサロン
カレンダーを作ろう

育児相談

18日㈮10:00∼

場 所

育児相談は随時受けています（☎34・5577）気軽にどうぞ。
親子で「鍋島保育園ふれあい広場」に遊びに来てください。（月∼金 10時∼11時30分）

25日㈮10:00∼

ゆきやこんこん24日㈭10:00∼

鬼のお面作り31日㈭10:00∼

内 容日 時

開成３丁目４丁目

ふれあい公民館

2013年のカレンダーを作ろう10日㈭10:00∼

毛糸で遊ぼう17日㈭10:00∼

※準備の都合上、なるべく前日までに予約をお願します。

※毎回水筒とタオルを持参ください。園外でのサロンは帽子・軽装で、ベビー

カーが必要な場合は各自ご用意ください。

鍋島保育園子育てサロン『どんぐり』 ☎34・5577

永原学園三光保育園子育てサロン『さんこう・ぽぽら』
☎31・6877（要事前申込)

東与賀よかよかサークルに出向きます。

10日㈭10:00∼

９日㈬10:00∼

・育児相談（随時）
・食育相談（第３火曜日14時∼16時）※短大教員が対応します。

シニアサロン ※要予約25日㈮10:00∼

内 容日 時

なかよしミックス「保育園児と一緒に｣ ※要予約
29日㈫10:00∼
30日㈬10:00∼

フリーday 予約不要 好きな時間に遊びに来てください。

※７日㈪９時30分から予約受け付け。（月〜金 ９時30分〜17時）

春日保育園子育てサロン『ふたば』 ☎62・0062（要事前申込）

食べ物クイズ30日㈬10:00∼

凧
たこ

作りをしよう23日㈬10:00∼

福笑い作り９日㈬10:00∼

育児に関する悩み相談（気軽にどうぞ）随 時

誕生会17日㈭10:00∼

内 容日 時

※電話での予約が必要です。サロンには、汚れてもいい服で参加ください。
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※気軽に参加ください。時間に余裕をもっておいでください。また、水

筒・タオル・着替えをお持ちください。

１月の児童センター行事予定表

育児相談（申込不要）子育てのこと、一人で悩んでいませんか。気軽にどうぞ。

日 時：９日㈬ 10:00∼12:00

※当日以外でも相談できます（要電話予約）

場 所：児童センター 多目的室

おはなし会（自由参加）

日 時：５日㈯・12日㈯・19日㈯ 11:00∼11:30

場 所：児童センター 多目的室

親子リズム体操（申込制）

日 時：11日㈮・25日㈮ 10:30∼11:30 ※いずれか１回

対 象：２歳以上の幼児とその保護者 17組

みんなで工作しよう！（自由参加）キュービックパズルをつくろう

パズルにもサイコロにも変身できる手作りおもちゃを作ります。

日 時：14日(月･祝) 14:00∼15:00

対 象 小学生以上 場 所：児童センター きこりの部屋

びーとるキッズ（自由参加）アンパンマン体操、工作、手遊び、楽しいこといっぱい♪

日 時：17日㈭・22日㈫・24日㈭・29日㈫・31日㈭

11:00∼11:30

対 象：幼児（保護者と参加）

※31日㈭は「豆まき」をします。今年も鬼を払って福を呼び込

みましょう。

第14回オセロ大会（申込制）めざせ！児童センターの頭脳派チャンピオン！

日 時：19日㈯ 13:30∼16:00（受付12:30∼13:00）

※当日12時まで申し込み可。

対 象：小・中・高校生（幼児（年長児）も可) 30人（先着順）

かんたん楽しいおりがみの日（自由参加）

日 時：22日㈫ 11:15∼11:45

場 所：児童センター ほんの森

対 象：幼児（保護者と参加）

★☆親子朗読コンテスト「親子で朗読発表会！すてきなお話聴きにきませんか？」☆★

親子やきょうだいで練習した成果を、みなさんの前で発表しま

す。すてきな日本語の朗読をどうぞ聴きにきてください。

日 時：27日㈰ 10:00∼12:00

場 所：児童センター ホール

２月初旬の行事（予定）

・おはなし会 ２月２日㈯ 11:00∼11:30

中央児童センター中央児童センター中央児童センター 兵庫町
☎33・5453
FAX31・9552

■各行事・講座の受付 １月４日㈮ ９:00から随時受け付け

■開館時間 ９:00〜18:00

■休 館 日 １日(火･祝)〜３日㈭・７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪

きらめきジュニア活動日

日 時：５日㈯ 10:30∼12:00

対 象：登録済みの小学４年∼６年・中学生

運動場で遊ぼう「たこあげをしよう｣（自由参加）

日 時：10日㈭ 15:30∼16:30 対 象：小学生

お茶教室（申込制 申込期限：７日㈪）

日 時：12日㈯ 10:00∼12:00 対 象：小学生

参加料：200円

一輪車教室（申込制 申込期限：11日㈮）

日 時：12日㈯ 14:00∼15:30 対 象：小学生以上

囲碁・将棋教室（自由参加）

日 時：16日㈬ 15:30∼16:30 対 象：小学生以上

ものづくり教室「紙ヒコウキを作って飛ばそう｣（自由参加）

日 時：19日㈯ 13:30∼15:00 対 象：小学生

ちょボラ隊活動「ちょっとだけボランティアしてみませんか｣（自由参加）

日 時：24日㈭ 15:30∼

子どもクッキング「おばあちゃんの和風スープ｣（申込制 申込期限：21日㈪）

日 時：26日㈯ 10:00∼12:00 対 象：小学生（先着20人）

参加料：150円

☆きらきらキッズ☆

日 時：金曜日と月１回水曜日 10:30∼11:30

対 象：幼児と保護者

11日㈮ 親子リズムダンス

18日㈮ 絵本読み聞かせ、12月・１月の誕生会

23日㈬ きらきらダンス

25日㈮ 鬼のお面作り

２月初旬の行事（予定）

・きらきらキッズ（親子リズムダンス・豆まき）

日 時：１日㈮ 10:30∼11:30 対 象：幼児と保護者

・きらめきジュニア活動日

日 時：２日㈯ 10:30∼12:00

対 象：登録済みの小学４年∼６年・中学生

北部児童センター北部児童センター北部児童センター 大和町
☎62・7900
FAX62・7911

■各行事の受付 １月４日㈮ ９:00〜随時受け付けします

■開館時間 ９:00〜17:00

■休 館 日 １日(火･祝)〜３日㈭・６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰

子
育
て
を
す
る
こ
と
で
︑
仕
事
に
も
励
み
に
な

る
と
い
う
お
父
さ
ん
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
︒

@
わ
れ
こ
そ
は
イ
ク
メ
ン
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こ
れ
か
ら
イ
ク
メ
ン

を
目
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し
ま
す
A
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い
う
お
父
さ
ん
︑
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じ
い
ち

ゃ
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も
参
加
し
ま
せ
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か
︒

講
演
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は
︑﹁
イ
ク
メ
ン
に
学
ぶ
家
族
っ
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あ
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
佐
賀
女
子
短
期
大

学
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
す
︒
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３
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﹁
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︶
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２
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育
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ぽ
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﹂
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こ
れ
か
ら
は
仕
事
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家
事
も
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育
児
も
で
き
る
パ
パ
が
か
っ
こ
い
い
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H
a
p
p
y
N
e
w

Y
e
a
r
!

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒
や
っ
と
新
年
を
迎
え
ま

し
た
！
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
本
年

に
ご
多
幸
が
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
て
お
り
ま
す
︒

｢あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
﹂
は
英
語
で
﹁
H
ap
p
y

N
ew
Y
ear﹂︒
こ
の
あ
い
さ
つ
を

し
て
か
ら
︑
皆
好
き
な
形
で
祈
り

の
言
葉
を
言
い
ま
す
︒
一
般
的
な

祈
り
で
は
﹁
多
幸
﹂︑﹁
健
康
﹂︑﹁
発

展
﹂
な
ど
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の

で
︑
英
語
で
言
う
と
し
た
ら
﹁
I

w
ish
y
ou
a
joy
ou
s,
h
ealth
y
,

an
d
p
rosp
erou
s
N
ew
Y
ear﹂

に
な
り
ま
す
︒
使
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
！

去
年
も
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
ま
し

た
が
︑
ア
メ
リ
カ
人
は
新
年
に

﹁
N
ew
Y
ear's
R
esolu
tion
﹂︵
新

年
の
誓
い
︶︑
抱
負
を
考
え
て
︑
あ

る
こ
と
に
決
意
し
ま
す
︒

米
国
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

人
気
が
あ
る
抱
負
は
﹁
や
せ
る
こ

と
︑
借
金
の
管
理
︑
も
っ
と
貯
金

す
る
こ
と
︑
飲
酒
量
を
減
ら
す
こ

と
﹂
な
ど
で
す
︒
そ
れ
ら
は
幅
広

い
決
意
だ
か
ら
こ
そ
︑
大
ざ
っ
ぱ

に
考
え
れ
ば
誓
い
を
破
っ
た
ら
そ

の
失
敗
は
自
分
の
責
任
だ
け
ど
︑

抱
負
の
大
変
さ
︑
大
き
さ
な
ど
に

も
責
任
が
あ
り
ま
す
︒

心
理
学
の
研
究
で
は
︑
目
的
を

小
さ
い
ゴ
ー
ル
に
分
け
る
と
達
成

で
き
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
︒

例
え
ば
﹁
飲
酒
量
を
減
ら
す
﹂

と
い
う
ゴ
ー
ル
を
﹁
毎
日
の
飲
酒

量
を
今
ま
で
よ
り
一
杯
減
ら
す
﹂

に
変
え
た
ら
進
み
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
︒
毎
日
ゴ
ー
ル
へ
一
歩
一

歩
前
進
し
た
ら
︑
だ
ん
だ
ん
新
し

く
て
い
い
癖
が
作
ら
れ
ま
す
︒
少

し
で
も
成
功
し
た
ら
大
き
い
抱
負

も
達
成
で
き
る
か
ら
で
す
︒

私
の
大
学
の
奨
学
金
は
全
部
で

２
︐
５
０
０
︐
０
０
０
円
で
し
た
︒

卒
業
し
て
か
ら
返
済
が
始
ま
り
︑

一
カ
月
に
２
５
︐
０
０
０
円
返
済

す
る
と

年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
︒
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最
初
は
少
し
ず
つ
払
っ
て
き
ま
し

た
が
︑
２
０
１
３
年
に
な
る
前
に

﹁
借
金
な
し
の
生
活
を
始
め
た
い
﹂

と
い
う
誓
い
を
去
年
た
て
︑
頑
張

っ
て
貯
金
し
た
結
果
︑
完
全
返
金

が
で
き
ま
し
た
︒

決
意
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
で
き

ま
す
︒
み
な
さ
ん
は
何
か
今
年
の

抱
負
を
考
え
ま
し
た
か
？

アレックス・バーニー
（佐賀市国際交流員）
2012年元旦に京都のホスト家族と
一緒に伊勢神宮に行って、いい年に
なりますように祈りました。

ア
レッ
ク
ス
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー

毎
週
月
曜
日
は
兵
庫
町
か
ら
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
川
副
町
の
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
ク
川
副
に
通
勤
し
て
い

ま
す
︒
目
的
は
健
康
ひ
ろ
げ
隊
川

副
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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実
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し
て
い
る
ラ
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ラ
ジ
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体
操
︶

＆
ウ
ォ
ー
ク
に
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加
す
る
た
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で

す
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月
の
イ
ベ
ン
ト
で
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︑
川
副
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賢
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佐
野
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の
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後
１
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０
年
を
記
念
し
︑
常
民
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設
し

た
日
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赤
十
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蔵
す
る
絵

画
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佐
野
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記
念
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で
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︑

ピ
カ
ソ
︑
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郷
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龍
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郎
な
ど
著
名
な
画
家
の

作
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ウ
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キ
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人
と
鑑
賞
し
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な
ざ
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磨
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ま
し
た
︒

ま
た
︑
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副
支
所
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旧
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副
町
議
会
フ
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し

た
﹁
か
わ
そ
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佐
賀
田
園
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郷
ギ

ャ
ラ
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﹂
が
常
設
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れ
︑
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ゆ
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り
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︑
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︵
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︶
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︑
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大
教
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深
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善
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さ
ん
︑

街角リポーターだより

兵
庫
町
発

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

川
副
町
着

重
田

光
廣

日
展
会
員
吉
田
進
一
さ
ん
︑
二
科

会
理
事
大
隈
武
夫
さ
ん
の
代
表
作

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
︒

最
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
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介
し
ま
す
︒
新
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１
月
５

日
㈯
に
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賀
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本
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歴
史
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で
︑
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康
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ろ
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新
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五
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ォ
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﹂
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催
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︒
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時
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ら
受
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付
け
︑
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時

分
開
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︑

時
に
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キ
ン
グ
が
ス
タ
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ト
し
ま
す
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新
年
の
歩
き
初
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健
康
ひ
ろ

げ
隊
と
ご
一
緒
に
ど
う
で
す
か
︒

月

日
㈯
に
行
わ
れ
た
植
樹
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祭
に
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
︒
秋

晴
れ
の
中
︑
嘉
瀬
川
ダ
ム
の
雄
大

な
景
色
を
見
な
が
ら
会
場
に
向
か

い
ま
し
た
︒
何
人
も
案
内
す
る
人

が
い
ら
し
て
迷
う
こ
と
な
く
行
く

事
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
︒

初
め
に
﹁
葉
っ
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の
ビ
ン
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大
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﹂
が
行
わ
れ
︑
佐
賀
に
生
息
す

る
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種
類
も
の
木
の
名
前
︑
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や
実
の
形
を
覚
え
な
が
ら
の
ビ
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ゴ
は
子
ど
も
も
大
人
も
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
︒
そ
し
て
︑
約
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５
０
人
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参
加
者
が
７
班
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て
︑
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寧
に
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植
え
て
い
き
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し
た
︒
さ
わ
や
か
な
汗
の
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に
頂
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た
︑
富
士
町
の
み
な
さ
ん
の
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手
製
ブ
タ
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で
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た
︒

子
ど
も
が
社
会
科
見
学
の
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に

先
生
か
ら
﹁
山
の
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木
は
緑
の
ダ

ム
﹂
と
い
う
言
葉
を
教
わ
り
ま
し

た
︒
私
は
強
く
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銘
し
︑
き
れ
い

｢緑
の
ダ
ム
を
造
ろ
う
﹂植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し
た

寺
﨑

聖
代

な
水
が
当
た
り
前
に
使
え
る
事
に

も
っ
と
感
謝
し
な
く
て
は
と
思
い

ま
し
た
︒
今
後
も
こ
の
様
な
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
︒
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①『インターネット体験』

■日時 １月28日㈪

②『ワード文書作成体験』

■日時 １月29日㈫

③『エクセル表計算体験』

■日時 １月31日㈭

※定員 いずれも10人

※開催時間 いずれも10時30分〜15時30分。

３日続けて参加も可。

■参加料 無料

■申込方法 往復はがきの「往信」に、希望

講座名・住所・氏名・日中連絡が取れる電話

番号を、「返信」の宛名に、郵便番号・住所・

氏名を明記し、申し込みください。（１月10

日㈭必着）。

※定員を超えた場合は抽選。抽選は、未参加

者を優先。（体験イベントであり、一般的

なパソコン講座ではありません）

※定員に空きがあれば、１月11日㈮10時から

電話での申し込みを受け付け（先着順）。

佐賀市健康運動センター
(月曜日休館) ☎ 36・9309

http://www.saga-kenkoundo-c.jp/
平日 9時〜21時30分 土日祝 9時〜21時

新規お試しキャンペーン １月４日㈮〜31日㈭

新春お年玉企画。新規利用者に限り、３
回目まで利用料１回100円となります。
※利用者登録カードの申請が必要です。

高精度体成分装置「In Body」で測定

年の始めに、部位別の筋肉、脂肪の量な
どを確認して目標を立てましょう。
有料エリア受付で専用スタンプカードを

受け取り、４回目の利用で測定できます。
■日時 毎週水・金・土

９時30分、15時、19時
■定員 各時間帯４人程度（要予約）

ぽかぽかプールで運動を始めませんか

水中でのウォーキング等は、関節への負
担が軽減されるので膝や腰に痛みがある人
にはオススメです。指導員と一緒に「足腰
ピンシャン」を始めませんか。
【ウォーキングコース設定】
・25㍍プール 常時２コース
(火〜土 9時〜11時 ３コース)

【ウォーキングレッスン】
・可動床流水プール 流水ウォーク
火〜金 10時、13時30分 各20分程度

６日㈰

第１回 佐賀新聞文化センター
ダンスコンテストMOTE MOTE CUP
時間：開場12:30 開演13:00 終演18:00
入場方法：2000円 全席自由
◎問い合わせ 佐賀新聞文化センター（古賀）

☎25・2160

16日㈬

NBCふれあい演歌の集い
時間：開場13:00 開演14:00 終演15:30
入場方法：無料（要申込。※受付終了)
◎問い合わせ NBCラジオ佐賀 ふれあい演歌の集い係

☎22・1460

18日㈮

2013 新年度テキストコレクション
時間：開始10:30 終了15:00
入場方法：無料（関係者のみ）
◎問い合わせ 中央教育研究所株式会社（大成）

☎082・261・0700

19日㈯

伊藤比呂美氏講演会
｢子育てから介護まで人生万事OK｣
時間：開場13:30 開演14:00 終演16:00
入場方法：参加費 1000円 全席自由
◎問い合わせ 特定非営利活動法人子どもの本屋ピピン

☎27・8846

20日㈰

第１回 佐賀新聞文化センター
ピアノコンクール 本選
時間：未定（要問い合わせ) 入場方法：無料
◎問い合わせ 佐賀新聞文化センター

☎25・2160

23日㈬

モテモテカラオケ選手権大会
第３回予選大会
時間：開場18:00 開演19:00 終演21:30（予定）
入場方法：無料 全席自由
◎問い合わせ ネットコムBB ☎25・0300

26日㈯・27日㈰

さがドラマスクール 第４回公演
「カレッジ・オブ・ザ・ウィンド」
時間：1/26 開場13:00､18:00

開演13:30､18:30 終演15:30､20:30
1/27 開場13:00 開演13:30 終演15:30

※両日とも全席自由
入場方法：前売 大人 1500円 小中高生 1000円

当日 大人 2000円 小中高生 1500円
◎問い合わせ さがドラマスクール（青柳）

☎080・6446・7186

※主催者の都合により変更する場合があります。

エスプラッツ
１月の行事予定

【エスプラッツホール(３階)】 毎週土曜日、天体観望会を行っています。
※12月28日㈮〜１月３日㈭休館
★所在地 西与賀町高太郎328
★時 間 19時30分〜21時30分
（参加料無料、事前申込不要）

１月の主な天文現象

１月３〜４日 しぶんぎ座流星群が極大
※極大：流星が一番多く現れる日

西与賀コミュニティセンター

天体観望会 ☎ 25・6320

博愛ふれあい映画会∼ユニコ（その１）

白い角と人々を明るく幸せにする不思議な力を持つ小さなユ

ニコーンの男の子、ユニコの物語。観覧自由・無料。

■日 時 １月20日㈰ 13時30分〜15時30分

大人のものつくり∼毛糸のポンポンでアクセサリーつくり∼

絵柄入りのポンポンでピンブローチをつくりましょう。

■日 時 １月24日㈭ 10時〜12時

■対 象 18歳以上 10人（要申込・無料）

パソコン教室∼エクセルでカレンダー作成∼（初心者向け)

■日 時 １月11日㈮、14日(月･祝)、22日㈫

13時30分〜15時30分

■対 象 18歳以上 各回12人（要申込・参加料500円）

パソコン教室∼はじめてのパソコン入門∼（初心者向け)

パソコンの電源の入れ方、マウス、キーボード操作を学びます。

■日 時 １月16日㈬ 13時30分〜15時30分

■対 象 18歳以上 10人（要申込・参加料500円）

らくらく改善ストレッチ教室

■日 時 １月12日㈯「自分で楽にする膝痛・肩痛」

１月27日㈰「自分で楽にする腰痛」

各回13時30分〜15時

■対 象 18歳以上（参加自由・無料）

館念記民常野佐 ☎34・9455 ℻34・9465 ◎休館日 毎週月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）

第９回全国博愛絵画展 佐賀市内作品展

■日 時 １月29日㈫〜２月11日(月･祝) ９時〜17時

■場 所 佐野常民記念館 １階 (観覧自由・無料）

第９回全国博愛絵画展 入賞作品展

■日 時 ２月１日㈮〜10日㈰

(火〜土）10時〜19時 (日、祝）10時〜17時

■場 所 佐賀市立図書館 ２階 (観覧自由・無料）

企画展 『石炭開発と近代佐賀』∼近代エネルギー開発の先駆け∼

佐野常民も関わった、幕末〜近代にかけての佐賀の石炭開発

の取り組みを紹介します。

■日 時 ２月23日㈯〜４月21日㈰ ９時〜17時

■観覧料 大人 300円 小人（小・中・高校生）100円

サタデーワークショップ∼びゅんびゅんコマつくり∼

江戸時代から続く伝統おもちゃをつくって遊んでみよう！

■日 時 毎週土曜日 13時30分〜

■対 象 ３歳以上 各回30人まで

(当日12時から13時30分まで１階カウンターで受け付け・無料)

読み聞かせとものつくり∼紙ねん土とキラキラビーズでチャームつくり∼

■日 時 １月13日㈰ 13時30分〜15時

■対 象 ３歳以上 15人

(当日12時から13時30分まで１階カウンターで受け付け・無料)

アイ･スクエア情報プラザ
〒840-0801 駅前中央一丁目8-32

アイ・スクエアビル１階

☎ 40・8222（毎週水曜日定休）

10時〜19時（日・祝日は17時まで)

インターネット・ワード・エクセル体験しませんか

http://www.saganet.ne.jp/tunetami/

※要申込は１月４日㈮９時から受け付け（ファクス・メールでの申し込みは不可) ※未就学児は保護者同伴でお願いします。

月
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の行事カレンダー月月１

問い合わせ　 ☎23・3155　℻23・7309
佐賀市交通局 http://www.bus.saga.saga.jp/

　12月31日㈪～１月３日㈭の期間は年末年始特別ダイヤで運行します｡
◆年末年始特別ダイヤのお知らせ

　中高生の皆さんを対象に、冬休み期間、市営バスが全路線乗り放
題となるフリーパス「ノリのりきっぷ」を発売しています!!
■販売期間　１月３日㈭まで
■有効期限　１月７日㈪
■販 売 所　交通局　佐賀駅バスセンター

オーライ！
　　 市営バス

◆中高生冬休みフリーパス好評発売中!!

徐福さんの中国語講座
佐賀市の中国おもてなしデスク「佐贺帮帮台」の徐芳美さ
んと簡単な日常会話を勉強しましょう。

13:15
∼
15:15

12㈯
・
26㈯

300円
資料代別途

1,000円
資料代別途

ハッピーブレイン徐福さんのヨガ教室
話題の「つま先たたき」やヨガでリラックス。
講師：田中ゆかりさん

四季の薬草観察会（冬）
今月は「シダ」を観察します。
カメラ・ルーペをお持ちの人は持参ください。

10:00
∼
12:00

12㈯

参加料(入館料込)

13:15
∼
14:15

13㈰
・
19㈯

内 容 ＊薬草観察会以外は要予約時 間日

一般700円
徐福会会員500円

第４回徐福さんの歴史塾
徐福研究の大御所に迫る！
｢内藤大典の徐福にかける執念」
講師：佐賀県徐福会会員 廣橋時則さん

13:15
∼
15:15

20㈰

300円
資料代別途

くらしの中の漢方
冬の健康づくり「風邪に打ち勝つために」
講師：小林正明さん

10:00
∼
12:00

19㈯

1,000円
初回は別途

教科書代2,205円

１月

問い合わせ 佐賀市徐福長寿館 ☎98・0696

(月曜休館。月曜が祝日の場合は翌日)

徐福長寿館での催し
ロウバイ 中国原産の高さ２〜４ｍの落葉低木で、幹は地ぎわから

分枝して株状になります。早春のまだ寒さの厳しい頃、他の花に先

立ち蜜蝋に似た黄色い花を葉の出る前の枝に多数つけます。

公演名

ウィーン交響楽団
ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
ニューイヤー・コンサート2013

プログラム

♪ヨハン・シュトラウス２世：喜歌劇「こう
もり」序曲、「浮気心」（バレエ付）、美しく
青きドナウ（バレエ付）

♪サラサーテ：「ツィゴイネルワイゼン」
♪ズィーチンスキー作曲：「ウィーン わが夢
のまち」（ソプラノ） ほか

※曲目・曲順は変更となる場合があります

公演日時 １月12日㈯
17:45開場 18:30開演

会 場 佐賀市文化会館 大ホール

料 金 全席指定 2,500円

※ユース席 1,500円
※消費税込み。当日各500円高
※ユース（26歳以下）は公演日に免許証、学
生証等を持参ください

※未就学児童の入場はお断りします。
(無料託児所あり。要事前申込）

〈問い合わせ〉 公益財団法人佐賀市文化振興財団(佐賀市文化会館)

☎ 32・3000 ℻ 32・3736 http://www.shinpoo.jp

チケット好評発売中‼

佐賀市文化振興財団主催事業

www.dujmic.com

コスプレイベント浪漫画喫茶

歴史ある和風家屋や洋館でのコスプ

レ写真撮影会。

場所／旧古賀銀行・旧古賀家

旧三省銀行・旧牛島家

時間／10時〜16時

参加料／1,500円（ワンドリンク付）

◎問い合わせ

イベント企画・運営集団 roma（池田）

☎080・4311・0430

日
日
27

第10回 SAGAバルーンチャレンジシリーズ

■６日㈰ 第２戦JR九州杯

※延期開催

時間／

・バルーン朝市 ７時〜

・熱気球体験搭乗（定員200人）

７時から受け付け

・競技フライト ７時30分〜

会場／嘉瀬川河川敷防災ステーション

（JR長崎本線バルーンさが駅北側）

参加気球／約20機（予定）

■20日㈰ 第３戦 佐賀新聞社杯

時間／

・バルーン朝市 ７時〜

・熱気球体験搭乗（定員200人）

７時から受け付け

・競技フライト ７時30分〜

場所／嘉瀬川河川敷

防災ステーション

※荒天の場合は延期します（延期日

２月17日㈰）。延期した日も荒天の場

合は中止とします。

《フェイスブックやツイッターに投稿

して、バルーングッズをもらおう！》

くわしくは、インターネットで「バ

ルーンチャレンジシリーズ」を検索。

《バルーングッズが当たる抽選会》

バルーン朝市では１品購入ごとに抽

選券を１枚お渡しします。抽選券を５

枚集めると抽選会に参加できます。

◎問い合わせ

熱気球大会佐賀運営委員会

(観光振興課内）

☎29・9000 ℻26・6244

日
・
日

６
日
・

日
20

第61回佐賀市校区対抗駅伝大会
市内の各小学校区（地区）代表選手

による駅伝大会です。皆さんの声援を

お願いします。

時間／・開会式 ９時

・スタート 10時

・閉会式 12時30分頃

場所／佐賀市干潟よか公園（東与賀町）

およびその周辺

※大会中は一般道路も使用します。通

行の際はご注意ください。皆さんの

ご理解とご協力をお願いします。

◎問い合わせ

スポーツ振興課 スポーツ係

(アイ・スクエアビル４階）

☎40・7360 ℻40・2050

日
日
20

佐賀市歴史民俗館公募イベント
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１ 月 の 相 談 コ ー ナ ー

労働メール相談も行っています。24時間いつでも利用できます。（携帯電話メールからの相談可。回答まで期間を要する場合あり）
労働相談メールアドレス 位 shoko-mag@city.saga.lg.jp

【労働相談】社会保険労務士
(佐賀県社会保険労務士会）

【経営相談】中小企業診断士
（㈳佐賀県中小企業診断協会）

９日㈬・23日㈬
※毎月第２・第４水曜日

18:00∼21:00

商談室・産業支援相談室
(佐賀市駅前中央１丁目
アイ・スクエアビル５階)

※相談は無料
※労働相談のみ、窓口開設時間内に限り、
電話相談が可能です。
○労働電話相談 ☎40・7079
◎問い合わせ
本庁 商業振興課 ☎40・7102

工業振興課 ☎40・7101

相 談 員日 時窓口設置場所

労働相談・経営相談 ●相談内容：賃金、労働時間、社会保険、労働保険、起業・経営のノウハウについて

９日㈬ 13:30∼16:00本庁 建築指導課（４階)
◎問い合わせ 本庁 建築指導課 指導係

☎40・7170 ℻40・7392
日 時相談窓口

建物についてのトラブル相談 ●相談内容：隣接建物に対するトラブルや建物の疑問について

20日㈰ 13:30∼16:30
(毎月第３日曜日)

日 時

マンション管理士
佐賀市民活動プラザ

（アイ・スクエアビル３階）

◎問い合わせ 本庁 建築住宅課 住宅政策係
☎40・7291 ℻40・7392
位 kenchikujutaku@city.saga.lg.jp

相 談 員窓口設置場所

マンション管理相談 ●相談内容：マンションの管理・運営等について（予約制：先着３人）

消費生活相談 ●相談内容：商品の購入・契約等をめぐるトラブル、携帯電話の不当架空請求、クレジットカード・サラ金の支払いなど

第２金曜日 9:00∼15:00

第３木曜日 9:00∼15:00東与賀支所（東与賀保健福祉センター）☎45・1023

久保田支所 ☎68・3137富 士 支 所 ☎58・2113

川 副 支 所 ☎45・8911大 和 支 所 ☎51・2435

三 瀬 支 所 ☎56・2111諸 富 支 所 ☎47・2133

第２・４火曜日 9:00∼15:00

支所での相談 ※要予約（相談日の前日（土日祝日を除く）12時までに、各支所へ連絡ください）

第２・３・４・５水曜日 9:00∼15:00

・毎週月∼金曜日 9:00∼16:00 ※面談は予約制、祝日、年末年始（12月29日から１月３日まで）除く。
・夜間弁護士相談会 17日㈭ 18:00∼20:00（先着３人） ※要予約（16日㈬ 16:00まで）

第２・４木曜日 9:00∼15:00

佐賀市消費生活センター（駅前中央１丁目アイ･スクエアビル４階）☎40・7087

第１・３金曜日 9:00∼15:00

第１・３・４月曜日 9:00∼15:00

９日㈬ 9:00∼12:00

人権・行政相談

行政相談

人権・行政相談川 副

☎45･8911

25日㈮

13:30∼16:00

東与賀保健福祉センター

大 和

☎51･2435

富 士

☎58･2113

16日㈬

13:30∼16:00
人権・行政相談

支所での相談

人権・行政相談

東与賀

☎45･1023

諸 富

☎47･2133

三瀬公民館
９日㈬

9:30∼12:00
人権・行政相談

三 瀬

☎56･2111

久保田老人福祉センター
11日㈮

10:00∼15:00
行政相談

10日㈭ 13:30∼16:30法律相談（予約制※）
川副支所

諸富支所

久保田

☎68･3137

支所名

大和老人福祉センター

富士支所

17日㈭

10:00∼12:00

23日㈬

10:00∼15:00

相談名 開催場所開催日・時

【法律相談の注意事項】

①相談に対して適切な助言をすることが目的ですので、相手との交渉、
手続き代行、相手を呼び出して仲介などをすることはできません。

②法律相談は予約制（先着９人まで）です。予約は相談日の前の週の
金曜日（この日が祝日の場合は木曜日）から受け付けます。
（予約は電話でも結構です。受付開始は８:30∼)

③内容が複雑な相談は要領よく話をまとめ、関係書類があればお持ち
ください。なお、相談は必ず本人がお越しください。
④法律相談の相談予定弁護士名は受付日にお知らせします。
⑤弁護士職務規程により相談に応じられない場合もあります。
⑥法律相談は市民のみで、同一人の相談は年度３回までです。
◎問い合わせ 本庁 市民生活課 市民相談コーナー ☎40・7085(直)

開庁日（水曜日は休み）

8:30∼17:00
暴力に関する相談

25日㈮

14:00∼16:00
行政書士による相談

本庁での相談

23日㈬

13:30∼16:30

相談名

法律相談（予約制※）

人権・心配ごと相談

税務相談

土地建物相談

行政相談

司法書士による相談

本
庁
１
階
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

番

番
窓
口

31

32

開催日・時

10日、17日、24日、31日㈭

13:30∼16:30

８日、15日、22日、29日㈫

13:30∼16:30

16日㈬

13:30∼16:30

28日㈪

13:30∼16:30

４日、11日、18日㈮

13:30∼16:30

市民相談 ※今月は、川副支所でも法律相談を行います。予約は本庁市民相談コーナーまで。

市税・国保税の納税相談（日曜・夜間) ●相談内容：市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税について

22日㈫ ∼20：00
(国保税のみ)

保険年金課
(１階11番窓口)

−
保健福祉課

(１階５番窓口)

22日㈫

∼20:00

６日㈰

9:00∼16:00

納税課
(５階51番窓口)

本庁

◎問い合わせ

【市 税】本庁 納 税 課 整理第一係 ☎40・7076

整理第二係 ☎40・7077

収 納 係 ☎40・7075

【国保税】本庁 保険年金課 国保税二係 ☎40・7273

大和支所 保健福祉課 保険年金係 ☎51・2425

夜間納税相談
(第４火曜日)

日曜納税相談
(第１日曜日)

大和
支所

相談窓口

※市税・国保税の納付は安心・便利な口座振替をご利用ください！



17.4

　１月10日㈭（当日消印有効）までに、はがきに解答、郵便番号、住所、氏名、
年齢、電話番号、市報に対するご意見・ご感想・希望するプレゼント名を書いて、
〒840・8501　佐賀市役所　秘書課広報係「市報さがクイズ」係まで送付ください。

　106通の応募があり、正解者90人の中から当選者にプレゼントを送付します。

１

①川副町・諸富町にまたがる「三重津海軍所跡」が「○○○」に指定さ
れます。佐賀市内では肥前国庁跡（大和町）以来24年ぶり、６カ所目
です。○○○に入る言葉は何でしょうか。（ヒント　６ページ）
②エアコン・テレビ・洗濯機・冷蔵庫類は適正なリサイクルを行うよう
に法律で定められています。家電小売店や市役所に依頼する以外に、
自分で指定引取場所に運び込む場合は「○○○○○○○券」が必要で
す。○○○に入る言葉は何でしょうか。（ヒント　31ページ）
③１月19日、20日にメートプラザ佐賀で「○○○フェスタＳＡＧＡ」を
開催します。楽しい体験イベントや、生活・環境について役立つ情報
の展示などを行います。○○○に入る言葉は何でしょうか。（ヒント
40ページ）

●
子
ど
も
が
で
き
て
市
報
を
し
っ
か

り
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ど

も
の
ペ
ー
ジ
を
み
て
子
育
て
サ
ロ
ン

に
行
っ
た
り
、
予
防
注
射
の
情
報
な

ど
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
ほ
か
の
情

報
も
知
ら
な
か
っ
た
事
も
多
い
の
で
、

前
か
ら
き
ち
ん
と
み
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
42
歳　

Ⅰ
さ
ん　

女
性
）

●
佐
賀
は
、
何
も
な
い
と
い
わ
れ
ま

す
が
良
い
と
こ
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す

よ
。
ひ
な
ま
つ
り
や
バ
ル
ー
ン
の
時

に
友
人
や
親
類
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

佐
賀
平
野
の
広
い
空
、
大
地
、
温
泉
、

有
明
海
＋
α
で
観
光
す
る
と
と
て
も

喜
ば
れ
ま
す
。
日
常
す
ぎ
て
気
付
か

な
い
の
か
も
？
こ
れ
っ
て
幸
福
な
証

拠
。

　
　
　
　
（
53
歳　

Ｋ
さ
ん　

女
性
）

●
12
月
１
日
号
掲
載
の
「
40
代
、
50

代
働
き
ざ
か
り
の
あ
な
た
へ
」
の
記

事
は
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
だ
と

思
い
ま
す
。
職
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
れ
ば
最
高
で
す
!!

　
　
　
　
（
54
歳　

Ｎ
さ
ん　

男
性
）

●「
佐
賀
県
民
は
、
１
日
の
歩
数
が

少
な
い
」
と
12
月
１
日
号
に
記
事
が

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
こ
れ
か

ら
１
日
１
万
歩
を
目
標
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
な
い
と
だ
め
だ
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
か
ら
頑
張
り

ま
す
。

　
　
　
　
（
57
歳　

Ｍ
さ
ん　

男
性
）

12 ①　森永家住宅　　　②　ぐるっと九州　　　③　方書

ＳＴＳサガテレビ（3ch）・新着　佐賀市だより（３分間）　　　　毎週　土曜日　9:55～
ぶんぶんテレビ（11ch）  ・知ろう！佐賀なう（約５分間）　　　　毎週　水曜日　ぶんぶんワイド内　17:30ころ
　　　　　　　　　　　　 ・佐賀市から（約14分間）　　  　　　　毎月第３月曜日から２週間　１日３回放送
　　　　　　　　　　　　　①9:45～　②17:00～　③19:45～　※佐賀市のホームページでも視聴できます。

ＦＭ佐賀（77.9MHz）　　・クリアボイス・佐賀シティ（15分間） 毎週土曜日　12:40～
ＮＢＣラジオ（1458kHz） ・佐賀市政ガイド（３分間）　　　　　　毎週　火曜日・木曜日　8:55～　３分間
　　　　　　　　　　　　 ・出前放送（１時間～）　　　　　　　　現場からの生放送　年間３回　１時間
　　　　　　　　　　　　 ・スキッピーレポート（10分間）　　　 現場からの生放送　年間２回　10分
えびすＦＭ（89.6MHz）　・いいね！佐賀市（５分間）　　　　　   毎週　月～金曜日　①12:55～13:00　②16:55～17:00

あけましておめでとうございます。
今年も佐賀市のいろんなことにチャ
レンジしていきたいな！皆さんもす
てきな一年をお過ごしくださいね。

佐賀錦ストラップ
（５人）

木製恵比須
ストラップ
（10人）

伝統工芸「佐賀錦」
のストラップです。
※柄は１つずつ異なります。

恵比須さんの姿
が入った木製ス
トラップです。

39 市報さが 平成25年１月１日号



～高めよう！心豊かで
　　　安全安心なくらし～しししししし～～～～～～～～ししし

40

各支所代表電話番号(市外局番0952) ●諸 富 支 所☎47･2131

●大和支所☎62･1111 ●富 士 支 所☎58･2111 ●三 瀬 支 所☎56･2111

●川副支所☎45･1111 ●東与賀支所☎45･1021 ●久保田支所☎68･2111

１月の納期
●市・県民税(普徴) 随第１期 ●国民健康保険税(普徴)
第８期 ●後期高齢者医療保険料(普徴) 第10期

納期限：１月31日㈭

毎月１日は

｢佐賀市いじめ･いのちを考える日｣

いじめをなくそうみんなの力で！

人口データ

人口 237,009人(−77) 男 111,804人 (−43)

世帯 94,815 (＋36) 女 125,205人 (−34)

※平成24年11月末日現在の人口、世帯数。

( ) 内は前月との差。

市報さが 平成25年１月１日号

問い合わせ

N消費者フェスタ 市民活動推進課 消費生活センター ☎40・7086 ℻40・2050

Nトラック市 佐賀市特産物振興協議会（本庁 農業振興課内） ☎40・7116 ℻40・7391

第２回 集まれ！
さがん農林水産トラック市

新鮮な野菜や加工品などを対面販売します｡

■日時 １月19日㈯・20日㈰ 10時〜13時

■場所 メートプラザ佐賀 駐車場

○来場者特典

各日、先着100人に、このトラック市の

会場でのみで使える「お買い物券」が当

たる抽選会（空くじなし）を実施します。

◆体験イベント（小物づくり そのほか)
19日・20日

●10時30分〜16時 どんぐりたまご 300円

木材・木の実でつくるキーホルダー・ストラップ

100円

●19日 14時〜16時 20日 10時30分〜12時

木工本たてづくり 500円

19日

●12時30分〜14時15分

牛乳パックでメガネケース 先着20人 100円

くらしの折り紙 先着20人 50円

●14時30分〜16時

藍染でつくるオリジナルしおり 先着20人 100円

佐賀産大豆で減塩みそづくり 400円/1㌔グラム

20日

●10時30分〜12時30分

ハンカチでピエロ 先着20人 100円

ふくろう色紙 先着20人 100円

ペットボトルカバー 先着20人 100円

タオルでボウシ 先着20人 100円

米ぬかボカシ作りと生ごみ堆肥作り 無料

●13時〜15時 簡単にできるネイルアート 200円

◆ステージイベント
19日

●10時〜 オープニングセレモニー・楽器演奏

(西九州大学附属三光幼稚園・保育園)

●11時〜 啓発劇

(神野消費者グループ ひよこ劇団)

20日

●10時〜 演奏（佐賀県警察音楽隊）

●13時〜 啓発劇（NPO法人 IT サポートさが)

●14時〜 啓発劇（子個老癒し隊）

●15時〜 新体操（かささぎジュニア新体操クラブ)

展示ブースや相談会、授産品販売

生活、環境について、くらしに役に立つさまざまな

情報を展示。また、弁護士による無料相談会（要予約）

を実施。そのほか、授産品販売・軽食コーナーなどお

楽しみイベントも開催します。

◆楽しく学ぼう！ミニ講座
※要申し込み。申込期限 １月９日㈬ 17時

19日

●11時〜 ①明太子漬け込み体験 株式会社ふくや

●11時 ②アロマで抗菌スプレーづくり

30分〜 ＮＰＯ法人さが環境推進センター

●13時〜 ③食品添加物について学ぼう

佐賀大学経済学部岩本ゼミ

●14時〜 ④遺言と相続についての豆知識

佐賀県司法書士会

20日

●11時〜 ⑤おかねのはなしと貯金箱づくり

佐賀県金融広報委員会

●13時 ⑥楽しいお菓子づくり体験

30分〜 江崎グリコ株式会社


